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嘉
永
二
（
’
八
四
九
）
年
の
時
代
相
と
こ
の
解
説
の
概
要

ア
ヘ
ン
戦
争
の
勃
発
二
八
四
○
）
と
清
朝
の
大
敗
は
、
幕
府
の
対
外
政

策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
に
は
英
国

既
発
表
分
な
ど

こ
の
解
説
は
、
昨
年
三
月
一
一
一
十
一
日
発
行
『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究

九
』
所
載
の
「
『
起
止
録
』
解
説
‐
｜
‐
」
及
び
「
起
止
録
』
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
と
基
本
的
に
同
じ
形
式
で
『
起
止
録
』
の
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）

の
分
を
解
説
・
翻
刻
し
て
い
る
。
『
起
止
録
』
そ
の
も
の
の
史
料
的
意
義
や
概

要
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た
い
。
特
に
そ
こ
に
付
載
し
た
「
登

場
人
物
一
覧
」
は
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
嘉
永
二
年
分
の
人
物

に
つ
い
て
も
、
そ
ち
ら
に
も
あ
る
人
物
に
つ
い
て
は
『
金
沢
大
学
文
化
財
学

研
究
九
』
所
載
の
も
の
の
参
照
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
解
説
に
付
載
す
る

「
登
場
人
物
一
覧
」
（
嘉
永
二
年
）
は
、
あ
く
ま
で
も
「
金
沢
大
学
文
化
財
学

研
究
九
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
人
物
だ
け
を
載
せ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係

上
そ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
た
い
。

既
発
表
分
と
今
後
の
予
定

『
起
止
録
』
解
説
（
嘉
永
二
年
）

目
宮
田
〆
已
盲
目
二
】
①
■
①
■
錘
【
厨
三
ご
斤
臣
。
（
］
重
ｃ
）

艦
船
の
江
戸
湾
侵
入
が
あ
り
、
老
中
は
昌
平
校
に
臨
み
、
海
防
策
の
献
策
を

求
め
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
海
岸
線
の
長
い
加
賀
藩
領
海
岸
に
も
異
国
船
が

し
ば
し
ば
姿
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
、
加
賀
藩
で
も
海
防
策
を
講
じ
る
よ
う

に
な
り
、
藩
士
の
献
策
も
あ
っ
た
。
弓
加
賀
藩
史
料
藩
末
篇
上
』
嘉
永
二
年

閏
四
月
の
項
参
照
）
他
方
、
『
起
止
録
」
に
は
、
こ
の
年
の
閏
四
月
朔
日
に
「
海

防
策
一
篇
草
稿
成
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
内

容
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
草
稿
」
を
書
い
た
こ
と
自
体
が
、
こ
の

頃
の
豫
卿
も
知
識
人
と
し
て
時
代
の
流
れ
に
敏
感
で
あ
っ
た
証
拠
と
言
え
よ
う
〈

ま
た
、
中
村
豫
卿
に
と
っ
て
も
こ
の
年
は
（
豫
卿
二
十
七
歳
）
人
生
の
一

大
転
換
期
で
あ
っ
た
事
は
、
翻
刻
文
を
通
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
く
分
か
る
《

前
々
年
の
弘
化
四
年
（
’
八
四
七
）
’
二
月
の
母
の
死
去
と
そ
の
後
の
自
身
の

結
婚
（
後
述
）
、
こ
の
年
の
父
の
死
去
（
五
月
一
七
日
）
、
服
忌
（
五
十
日
間
）
、

転
居
、
九
月
六
日
の
従
兄
弟
井
口
一
一
一
次
郎
の
死
、
翌
年
十
月
二
日
の
跡
目
相
続

と
い
う
身
辺
生
活
に
か
か
わ
る
重
大
事
項
が
次
々
と
生
じ
た
。
嘉
永
三
年
の
跡

目
相
続
を
境
に
豫
卿
の
生
活
環
境
、
交
友
範
囲
も
孝
友
堂
の
学
友
や
後
輩
と
の

付
き
合
い
や
学
習
、
教
授
中
心
の
生
活
か
ら
、
職
場
の
同
僚
と
の
仕
事
や
交
流

中
心
の
生
活
に
転
換
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
嘉
永
二
年
の
年
は

教
育
者
と
し
て
の
豫
卿
の
最
後
の
年
と
い
え
る
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

旨
宣
８
田
シ
畠
。
宛
閂

江
森

郎
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西
坂
成
庵
と
孝
友
堂

孝
友
堂
の
塾
主
・
西
坂
成
庵
に
つ
い
て
は
、
昭
和
前
期
、
森
潤
三
郎
の
詳

細
な
研
究
が
あ
る
。
「
金
澤
藩
儒
臣
西
坂
成
庵
伝
の
調
査
」
（
｜
）
～
（
三
）

及
び
同
補
遺
の
四
論
文
で
あ
る
。
（
い
ず
れ
も
『
東
洋
文
化
』
百
四
十
九
号
な

ど
所
載
）
ま
た
、
郷
土
史
家
・
太
田
南
圃
の
「
西
坂
成
庵
の
性
行
と
学
説
」

『
郷
土
史
叢
』
第
一
二
冊
、
加
越
能
史
談
会
）
も
あ
る
。
と
も
か
く
塾
主
西

坂
成
庵
は
、
江
戸
の
昌
平
校
で
多
く
の
師
友
か
ら
嘱
望
さ
れ
た
秀
才
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
五
論
文
か
ら
分
か
る
。

加
賀
藩
の
明
倫
堂
で
は
、
創
立
以
来
「
助
教
」
が
教
官
の
中
心
を
担
っ
た

が
、
そ
の
任
命
条
件
と
し
て
、
江
戸
の
昌
平
校
に
お
け
る
三
年
前
後
の
修
学

と
そ
こ
で
舎
長
な
ど
の
役
職
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
暗
黙
の
条
件
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
御
細
工
人
」
と
い
う
身
分
の
低
い
家
柄
出
身
だ
っ
た
西

坂
成
庵
は
、
こ
の
条
件
に
適
合
し
て
い
た
か
ら
、
多
少
の
出
世
の
遅
れ
は
あ
っ

た
が
、
助
教
に
な
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。
（
水
上
一
久
「
加
賀
藩
の
昌
平
校
入

学
者
」
『
北
陸
史
学
』
第
九
号
、
一
九
六
○
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ー
シ
ャ
ム
、

ヨ
シ
コ
・
フ
ラ
ー
シ
ャ
ム
「
昌
平
校
に
遊
学
し
た
加
賀
藩
及
び
支
藩
の
人
々
」

『
地
方
史
研
究
』
三
四
巻
六
号
、
一
九
八
四
な
ど
を
参
照
）

成
庵
や
そ
の
子
孫
の
加
賀
藩
幕
末
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
別
に

究
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
弟
子
・
永
山
平
太
（
後
出
）

の
「
西
坂
先
生
行
状
補
遺
」
が
紹
介
さ
れ
（
前
掲
「
補
遺
」
論
文
一
一
一
十
～
三

の
解
説
で
は
今
の
時
点
で
解
明
で
き
た
豫
卿
の
教
育
活
動
を
中
心
に
述
べ
て

み
る
事
と
し
た
。
し
か
し
、
多
数
登
場
す
る
弟
子
や
同
輩
と
の
儒
学
学
習
を
精

査
し
て
ゆ
く
と
、
今
の
我
々
に
は
想
像
が
難
し
い
学
習
と
遊
芸
の
混
清
が
気
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
混
在
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
（
藩
士
が
遊
芸
に
流
れ
た
と
言

わ
れ
る
加
賀
藩
独
自
の
問
題
な
の
か
、
江
戸
時
代
の
諸
藩
に
通
じ
る
も
の
な
の

か
）
未
だ
総
合
的
に
解
釈
し
き
れ
な
い
部
分
が
多
い
。
こ
の
解
説
は
残
念
な
が

ら
未
だ
起
止
録
に
よ
る
江
戸
時
代
教
育
文
化
史
解
明
の
一
過
程
に
過
ぎ
な
い
。

一
頁
）
、
そ
の
中
で
「
平
生
以
薦
達
人
材
為
己
任
、
錐
寒
門
卑
賎
之
徒
、
筍
有

材
芸
者
、
必
・
・
・
・
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
西
坂
は
、
塾
生
身

分
の
尊
卑
に
か
か
わ
ら
ず
広
い
人
材
を
教
育
し
た
の
で
あ
る
。

天
保
九
年
（
’
八
一
一
一
八
）
三
月
下
旬
、
豫
卿
が
西
坂
成
庵
に
十
九
歳
で
入

門
し
た
際
は
、
「
小
学
題
辞
」
の
質
問
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
八
月
八
日
よ

り
毎
月
三
日
と
八
日
の
昼
に
孟
子
の
会
読
も
指
導
を
受
け
た
。
先
生
が
「
弁

解
」
し
、
疑
問
点
が
あ
れ
ば
外
の
参
加
者
に
問
う
形
で
進
行
し
た
。
十
月
十

一
日
に
は
小
学
を
終
え
、
「
（
孔
子
）
家
語
』
を
始
め
た
。
こ
の
習
得
の
途
中

で
豫
卿
は
「
学
制
修
補
」
（
後
述
）
直
前
の
明
倫
堂
生
徒
と
し
て
の
入
学
を
許

可
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
西
坂
先
生
の
指
導
で
家
語
を
後
に
し
て
論
語
を
先
に

学
習
す
る
よ
う
に
一
一
一
一
口
わ
れ
、
十
一
月
一
一
一
日
か
ら
三
日
と
八
日
の
昼
に
孟
子
の

会
読
後
に
、
後
の
親
友
丹
羽
な
ど
七
，
人
名
で
論
語
会
読
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
明
倫
堂
の
試
業
に
合
わ
せ
、
論
語
の
弁
書
も
行
っ
て
い
る
。
（
以
上
、
豫

卿
『
覚
書
」
巻
第
一
に
よ
る
。
）
な
お
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
送
り
仮
名
返
り
点

つ
き
の
和
刻
本
で
行
っ
て
い
る
ら
し
い
。

と
も
あ
れ
、
以
上
が
豫
卿
の
西
坂
塾
入
門
期
の
習
得
状
況
で
あ
る
が
、
す

で
に
素
読
の
段
階
を
終
了
し
て
か
ら
入
門
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
天
保
十
三

年
（
’
八
四
二
）
七
月
十
八
日
か
ら
は
、
門
生
が
百
人
前
後
に
増
え
た
の
で

塾
の
組
織
的
運
営
方
法
を
決
め
、
上
級
生
を
甲
席
、
中
級
生
を
乙
席
、
素
読
段

階
の
下
級
生
を
丙
席
と
三
シ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。
豫
卿
た
ち
数
名
の
上

級
生
が
「
読
長
」
の
中
級
生
（
四
五
名
）
を
指
導
し
、
読
長
が
さ
ら
に
素
読
生

（
下
級
生
四
十
名
）
の
素
読
を
指
導
す
る
体
制
と
し
た
。
上
級
生
も
読
長
（
中

級
生
）
も
教
え
ら
れ
な
が
ら
教
え
る
、
｜
種
の
助
教
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
翻
刻
し
た
嘉
永
二
年
の
頃
の
西
坂
塾
・
孝
友
堂
の
様
子
を
『
起
止

録
』
か
ら
窺
っ
て
み
る
と
、
こ
の
年
の
稽
古
始
め
は
、
一
月
二
十
五
日
で
あ

り
、
午
後
に
は
謡
の
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
易
の
会
読
を
＋
｜
、
二

十
一
の
日
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
会
読
に
は
先
生
（
西
坂
成
庵
）
が
参
加
し
、

構
成
員
が
順
番
に
「
弁
解
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
初
回
の
二
月
十
一

｜’
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日
の
午
前
に
は
豫
卿
が
弁
解
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
準
備
に
は
「
下
読
み
」

の
後
丹
羽
の
所
に
ゆ
き
討
論
し
、
さ
ら
に
「
五
つ
前
に
起
き
」
下
読
み
を
し

た
上
で
臨
ん
で
い
る
。
周
到
な
準
備
が
必
要
な
本
格
的
学
習
の
場
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
同
一
一
十
一
日
に
は
永
山
熊
之
助
、
三
月
十
一
日
に
は

「
林
清
」
で
あ
る
。
同
二
十
一
日
に
は
富
山
方
面
に
本
人
が
旅
行
中
で
記
述

が
な
い
。
四
月
十
一
日
に
は
大
嶋
勉
之
助
、
二
十
一
日
は
先
生
が
「
不
快
」

の
た
め
休
会
。
二
六
日
は
加
藤
平
太
郎
が
「
弁
解
」
、
閏
四
月
十
一
日
は
丹
羽
、

同
二
十
一
日
は
高
村
で
あ
る
。
そ
の
後
、
父
の
容
体
悪
化
で
豫
卿
の
欠
席
が

続
い
た
。
九
月
二
十
一
日
か
ら
ま
た
参
加
し
た
ら
し
く
、
こ
の
時
は
豫
卿
が

「
弁
解
」
し
て
い
る
。

十
月
一
日
は
開
か
れ
た
よ
う
だ
が
、
弁
解
者
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
同
十

一
日
は
「
永
熊
」
、
二
十
一
日
は
「
林
清
」
、
十
一
月
五
日
も
開
か
れ
た
が
従

弟
の
中
村
小
太
郎
と
大
嶋
稼
亭
が
二
人
で
弁
解
し
て
い
る
。
同
十
一
日
は
先

生
が
自
ら
講
釈
（
文
一
一
一
一
口
伝
）
し
、
一
一
十
一
日
に
も
先
生
が
文
言
伝
二
節
を
講

釈
し
て
い
る
。
十
二
月
に
入
る
と
（
周
）
易
の
会
読
は
な
く
な
っ
た
。
嘉
永

三
年
に
入
っ
て
も
再
開
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。
こ
れ
ら
で
弁
解
を
担
当
し
て

い
る
の
は
孝
友
堂
の
高
弟
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、

こ
の
高
弟
た
ち
に
よ
る
易
の
会
読
は
、
嘉
永
元
年
五
月
一
日
午
前
の
西
坂
成

庵
の
「
周
易
繋
辞
伝
首
一
節
先
生
講
釈
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

豫
卿
は
毎
年
孝
友
堂
の
開
講
式
に
は
必
ず
出
席
し
、
嘉
永
二
年
の
記
述
だ

け
で
は
推
測
し
に
く
い
が
、
そ
の
他
の
年
の
記
述
か
ら
、
そ
の
実
質
的
運
営

の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
日
常
の
運
営
で
も
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
中
級
、
下
級

の
塾
生
の
助
訓
、
助
読
を
分
担
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
分
担
の
詳
細
は
分

か
ら
な
い
が
、
こ
の
年
の
豫
卿
の
担
当
は
九
の
つ
く
日
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
高
弟
と
担
当
日
を
都
合
で
入
れ
換
え
る
事
も
あ
っ
た

ら
し
い
。
指
導
担
当
の
日
は
八
時
前
後
に
起
床
し
、
昼
頃
に
終
わ
る
。
つ
ま

り
午
前
中
の
半
日
を
充
て
て
い
る
。
助
訓
、
助
読
の
指
導
を
受
け
る
塾
生
数

一
一
嘉
永
二
年
前
後
の
中
村
豫
卿
の
境
遇

外
出
差
し
止
め

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
一
一
一
月
一
一
七
日
か
ら
一
年
余
り
、
豫
卿
は
「
外
出

差
し
止
」
の
処
分
を
受
け
た
。
そ
の
詳
細
な
経
緯
は
江
森
一
郎
、
竹
松
幸
香

「
加
賀
藩
与
力
、
中
村
豫
卿
『
起
止
録
』
に
つ
い
て
」
（
九
一
一
～
九
三
頁
、
『
市

史
か
な
ざ
わ
』
第
三
号
一
九
九
七
、
竹
松
執
筆
部
分
）
で
説
明
し
て
い

る
。
要
す
る
に
、
豫
卿
の
方
で
は
事
前
に
手
続
き
を
し
て
問
題
化
し
な
い

よ
う
対
処
し
た
が
、
そ
れ
が
上
部
に
十
分
伝
達
さ
れ
ず
、
「
不
届
」
で
あ
る
と

処
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
藩
主
の
行
事
の
無
断
欠
席
で
一
年
間
以
上
（
弘
化

四
年
五
月
一
日
ま
で
）
の
自
宅
謹
慎
（
訪
問
者
の
訪
問
は
許
さ
れ
る
）
の
処

分
を
受
け
る
と
い
う
事
は
、
藩
主
に
対
す
る
忠
誠
心
に
か
か
わ
る
問
題
は
、

厳
罰
主
義
で
臨
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
の
期
間
は
豫
卿
が
読
書
に
励
ん
だ
期
間
と
も
な
り
、
こ
の
時
期
の
読
書
傾

向
の
考
察
は
、
一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
謹
慎
処
置
の
解
除
前
後
に
入
門
者
が
多
く
、
嘉
永
二
年
の
記
事
に
頻
繁

に
登
場
す
る
森
嶋
＋
太
郎
（
森
十
）
の
入
門
は
四
月
二
七
日
、
山
本
元
太
郎

先
に
も
触
れ
た
が
、
孝
友
堂
で
は
武
士
身
分
の
内
部
で
で
は
あ
る
が
、
身

分
を
越
え
た
儒
学
学
習
の
切
瑳
琢
磨
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
江
森

一
郎
、
竹
松
幸
香
「
加
賀
藩
与
力
、
中
村
豫
卿
の
学
習
・
教
育
環
境
と
文
化

サ
ー
ク
ル
」
、
『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
」
第
四
六

号
、
平
成
九
年
、
参
照
）
し
か
し
、
そ
の
さ
ら
に
詳
細
で
全
体
的
な
究
明
は
、

我
々
自
身
の
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

は
七
，
八
人
か
ら
十
数
人
だ
が
、
そ
れ
よ
り
多
い
時
も
少
な
い
三
人
）
時ば
か
り

も
あ
る
。
先
生
が
「
不
快
」
の
翌
日
（
四
月
一
一
十
一
一
日
）
は
「
助
読
一
一
一
十
人
斗
」

「
助
訓
十
四
，
五
人
」
、
合
計
四
十
四
，
五
人
も
の
指
導
を
し
て
い
る
。
要
す

る
に
、
学
習
者
の
都
合
で
日
々
教
え
る
人
数
は
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

一一一
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結
婚

豫
卿
の
結
婚
は
「
起
止
録
』
の
上
で
は
な
か
な
か
分
か
り
づ
ら
い
。
し
か

し
、
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
弘
化
四
年
二
月
一
六
日
に
「
夕
八
つ
時
（
午

後
二
時
前
後
）
に
婚
礼
客
来
、
夜
八
つ
時
（
午
前
二
時
前
後
）
に
仕
舞
」
と

簡
単
に
あ
る
の
が
、
豫
卿
自
身
の
婚
礼
の
事
と
解
さ
れ
る
。
三
日
後
の
一
九

日
に
弟
子
の
豊
虎
が
祝
儀
に
来
る
記
事
が
あ
る
の
も
そ
の
傍
証
で
あ
ろ
う
。

翌
嘉
永
元
年
正
月
三
日
の
記
事
か
ら
「
（
向
か
い
の
家
の
）
生
山
娘
一
一
一
人
来
」

な
ど
と
そ
れ
ま
で
の
日
記
の
正
月
に
は
な
い
華
や
か
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
こ

れ
は
豫
卿
の
妻
が
家
族
に
加
わ
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
嘉
永
二
年
四
月
一
九
日
に
「
六
つ
半
に
起
飯
炊
き
掃
除
等
、
是
日

じ
ち
ゅ
う
（
寺
中
）
御
神
事
能
見
物
に
妻
下
女
共
に
行
き
・
・
・
夜
皆
帰
る
」

と
あ
る
の
が
、
妻
の
語
の
初
出
と
思
わ
れ
る
。
同
年
六
月
に
も
「
七
日
．
：

夜
味
噌
蔵
丁
奥
様
去
、
寝
、
．
・
・
・
八
日
五
シ
半
一
一
起
、
晩
一
一
妻
帰
」
と

も
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
妻
の
語
は
殆
ど
登
場
し
な
い
。

父
の
死
去
、
葬
儀
、
服
忌

こ
の
年
の
四
月
二
八
日
に
「
是
夜
五
つ
時
よ
り
父
風
邪
既
に
難
儀
、
夜
両

三
度
起
き
扶
持
（
引
用
者
注
、
助
け
導
く
意
味
）
」
と
あ
る
。
翌
日
に
は
午
前

中
は
看
病
し
医
師
・
井
上
見
龍
の
往
診
が
あ
る
。
午
後
に
は
別
の
（
金
沢
で

名
医
の
評
判
の
高
か
っ
た
）
医
師
・
森
元
俊
そ
の
他
、
渡
辺
元
隆
、
江
間
幸

斎
の
往
診
も
頼
ん
だ
。
五
月
八
日
に
は
「
役
所
見
合
わ
せ
紙
面
」
を
用
意
し

た
。
こ
の
頃
は
「
夜
仮
寝
屡
々
起
」
な
ど
看
病
関
連
の
記
述
が
続
く
が
、
素

読
指
導
や
謡
の
稽
古
も
行
っ
て
い
る
。
｜
五
日
に
は
、
当
時
か
ら
著
名
だ
っ

た
蘭
法
医
・
黒
川
良
庵
の
往
診
も
友
人
を
通
し
て
依
頼
し
、
来
て
も
ら
っ
て

い
る
。
評
判
の
医
師
を
で
き
る
だ
け
多
く
呼
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
。
又
、
親

戚
（
「
井
三
」
）
や
近
所
の
弟
子
（
「
遠
長
」
）
に
白
山
へ
の
「
代
参
」
を
頓
ん

（
山
元
）
の
入
門
は
、
五
月
十
二
日
で
あ
る
。

で
い
る
。
し
か
し
、
同
月
一
七
日
に
は
父
は
死
去
し
て
し
ま
い
、
「
大
切
案
内

紙
面
」
を
親
戚
友
人
と
用
意
し
、
葬
式
準
備
に
入
る
。
近
世
で
は
医
学
の
発
達

が
遅
れ
て
い
た
か
ら
、
他
の
例
で
も
多
く
の
医
師
の
関
与
に
拘
わ
ら
す
、
簡
単

に
死
ん
で
し
ま
う
気
が
す
る
。
と
も
あ
れ
、
二
一
日
に
は
葬
列
を
調
え
遺
体
を

菩
提
寺
の
本
光
寺
に
葬
る
。
同
時
に
「
中
陰
繰
り
上
げ
法
事
」
を
済
ま
せ
、
二

一
一
日
か
ら
は
連
日
菩
提
寺
の
本
光
寺
へ
参
詣
す
る
。
二
一
一
一
日
に
は
百
一
一
五
匁
を

本
光
寺
に
収
め
る
。
現
代
に
換
算
す
る
と
約
五
○
万
円
と
い
う
高
額
の
お
布
施

で
あ
る
。
六
月
一
一
三
日
に
傷
が
膿
ん
で
歩
行
困
難
と
な
る
ま
で
毎
日
参
詣
す
る
。

な
お
、
豫
卿
の
「
服
忌
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
林
由
紀
子
「
金
沢
藩
の

服
忌
制
度
」
「
近
世
服
忌
令
の
研
究
」
（
清
文
堂
、
’
九
九
八
）
四
百
九
～
四

百
十
頁
に
お
い
て
か
な
り
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

林
氏
の
分
析
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

｜
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
亡
父
が
葬
ら
れ
た
本
光
寺
に
参
詣
し
て
い

る
。
途
中
傷
が
悪
化
し
た
と
き
は
「
代
参
」
を
頼
ん
で
い
る
。
二
精
進
も

き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
。
’
一
一
月
代
を
忌
中
の
間
（
五
十
日
間
）
剃
っ
て
い

な
い
な
ど
藩
の
作
法
通
り
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
）
「
慎
み
を
守
っ
て
過
ご

し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
当
面
の
忌
中
の
行
動
を
林
氏
以
上
に
深

め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
な
お
、
加
賀
藩
の
武
家
の
葬
儀
に
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
っ
た
こ
と
、
法
事
を
何
回
も
行
う
こ
と
な
ど
が
、
磯
田
道
史
『
武

士
の
家
計
簿
』
（
新
潮
新
書
、
一
一
○
○
三
年
）
で
算
用
者
、
猪
山
家
の
事
例
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
加
賀
藩
の
事
で
あ
り
、
多
額
な
葬
儀
費
用
な

ど
共
通
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

転
居

七
月
九
日
の
父
の
忌
み
明
け
の
翌
日
に
は
「
転
宅
案
内
紙
面
百
通
余
り
」

を
従
弟
、
親
友
、
弟
子
た
ち
に
用
意
し
て
も
ら
う
。
忌
み
明
け
直
後
の
転
居

は
、
か
ね
て
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

七
月
八
日
父
の
忌
み
明
け
の
日
が
来
て
、
直
ち
に
寺
社
奉
行
で
与
力
裁
許
を

四



金沢大学教育学部紀要（教育科学編）1２４ 第５７号平成20年

兼
帯
し
て
い
た
前
田
内
蔵
助
邸
に
「
雇
い
駕
篭
」
に
乗
り
、
父
の
遺
書
を
届

け
た
。
十
日
に
は
友
人
、
弟
子
の
協
力
で
「
転
宅
案
内
紙
面
」
を
百
通
余
書

い
て
も
ら
い
一
二
日
に
は
雇
い
人
に
荷
物
を
（
恐
ら
く
荷
車
で
）
引
か
せ
て

味
噌
蔵
町
に
引
っ
越
し
た
。
二
日
間
に
わ
た
り
十
一
回
往
復
し
た
こ
と
に
な
る
。

空
き
家
に
な
っ
た
居
宅
は
「
銀
子
壱
貫
目
」
（
大
ま
か
に
銀
一
匁
四
千
円
で
換

算
す
る
と
四
百
万
円
。
）
で
、
従
弟
の
中
村
小
太
郎
立
ち
会
い
の
も
と
で
隣
家

の
斉
藤
判
大
夫
に
売
り
払
っ
て
い
る
。
加
賀
藩
で
は
、
与
力
の
当
主
が
な
く

な
っ
た
場
合
、
嫡
子
は
家
督
相
続
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
居
屋
敷
に
止
ま
る
事
を

許
さ
れ
て
い
た
（
『
諸
支
配
方
取
捌
留
』
金
沢
市
立
図
書
館
、
近
世
資
料
館
蔵
）

が
、
豫
卿
の
場
合
、
居
屋
敷
を
引
き
払
っ
て
い
る
。
引
っ
越
し
た
先
は
今
の
と

ど
う
だ

一
」
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
百
八
十
石
の
寺
西
七
兵
衛
家
の
隣
の
旧
任
田
源

蔵
の
土
地
を
借
り
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
年
の
四
月
四
日
に
は
、
親
友
の
大
嶋
（
稼
亭
）
に
「
貸
屋
の

相
談
」
に
行
っ
て
い
る
。
閏
四
月
一
八
日
に
は
「
大
嶋
江
行
、
任
田
江
家
見

一
一
行
、
又
大
嶋
一
一
而
暫
咄
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
件
で
は
親
友
の
大
嶋
に
世

話
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

加
賀
藩
武
士
の
拝
領
居
屋
敷
の
貸
借
・
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
先
行

研
究
を
知
り
え
な
い
で
い
る
が
、
豫
卿
の
祖
父
の
記
録
「
加
賀
藩
士
中
村

養
昌
一
代
記
」
（
中
村
夏
栄
編
集
者
代
表
、
私
家
版
、
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
三
月
一
一
日
の
記
事
に
拝
領
居
屋
敷
を
馬
廻
組
中

村
三
郎
兵
衛
へ
「
＋
か
年
季
に
て
相
対
を
も
っ
て
貸
す
穏
居
宅
は
払
い
置
く
、

後
に
同
組
林
津
衛
門
求
む
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
の
少
し
先
の
記
述
に

「
当
時
小
立
野
馬
坂
の
高
集
福
寺
町
伴
左
太
夫
む
か
い
町
家
住
す
」
と
あ
る
。

ま
た
、
文
化
人
年
（
一
八
二
）
『
金
沢
町
名
帳
』
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
）

で
み
て
も
、
例
示
は
省
略
す
る
が
、
多
く
の
与
力
が
町
家
に
住
ん
で
い
る
事
が

分
か
る
。
父
母
を
相
次
い
で
な
く
し
、
扶
養
す
る
係
累
も
い
な
か
っ
た
豫
卿

夫
婦
は
、
味
噌
蔵
町
下
土
橋
向
の
土
地
を
借
り
て
新
築
し
た
ら
し
い
。
中
村

家
に
は
、
「
味
噌
蔵
丁
下
土
橋
の
向
に
て
建
築
の
図
」
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
雷
！

コリ
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月日 記事 背景
l/１ 年賀31軒廻。

1/２ 年賀人応対､謡初。 城に ｡、謡；？
1/３ 従弟･妃齊へ行き､孝友堂高弟集まり､笛吹枝 、 5,6曲合奏
1/４ 西坂(成庵､善)鼠？）へ行き､謡枚 を聴聞する。
1/５ 且後より旱｣11へ寄り、碁を観戦する。
1/６ 御触留調等、双六(すご薑ろく)弐番、早)11へ_寸行帰、年賀人応対。
1/７ 年賀帳調理、客応対など、昼後より近隣の年賀に25軒行く。
1/８ 篠井へ行き、 歌かＺ〉た数一 一篇する。
1/９ 14時頃から板坂二郎大夫へ行き謡をする。
l/1０ 17時より高）寸へ行き､孝友堂学友集まりⅡ１１ ､大小嚥子をする。 当春参勤途中の行装簡素化を台了ず
l/1１ 年賀残八車F廻る゜その後直に山崎岩丞へ御加増祝儀にゆく。
1/1２ 四ツ時より三唐友堂へゆき、帳面調理する。
1/1３ 従兄弟、坦斎方へ行、歌かるた等をする

1/1４ 山崎稽古始二行き、－篇；丁太刀をする。
1/1５ 15時頃隣家の早)||へ行き､７〈野大｛三と碁2番、山元と碁1番
l/1７ 目宅にて謡会

l/1８ 坂井の稽古始に行く

1/2１ 林情へゆき、礼記会稽古始、１５葉、その後碁2番する。
1/2４ 原田楕古始二ゆく。

1/2５ 8時前より孝友堂；管古始二ゆく。
1/2７ ヨ山参詣

1/2９ 学友堂へゆき、ヒモロキ配当する。

1/3０ 盗賊改奉行、部下の不正(賄賂）
などを戒める。

2/１

。
〃

木情へゆき、礼記会48葉。 日蝕
2/２

■
・
‐
二

学友堂へゆき、助訓５，６人
2/３ 日本史書写をはじめる。

2/４ 南情五郎が来、入門、一緒に孝友堂へゆき、助訓3人、四ツ半に帰る。 明倫堂訓導等’｢筆礪｣一 Ⅱ ･を献納
2/７ 8時より孝友堂へゆき、助訓５，６人、助読６，７人、昼帰。
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2/９ 晩より山本銀之助へゆき､近隣会､小謡等
2/10 森守論語釈読1章はじめる。

2/1３ 中村平太郎入門、小学序を素読

2/1８ 明倫堂で釈菜の礼を行う。

2/2０ 5ツ過二起､授業出座帳調理など

2/2１ 孝友堂へゆき､周易会5節

2/2２
藩主、英国船から送還の越中の
農民の記録作成を命ず゜

2/2３ 四ツ時より孝友堂へゆき､助訓一人、九ツ前に坂井江出座

2/2５ 井佐誘､牛坂へ風箒揚にゆき、１７時頃に帰る。
藩主、異国船来着の際の心得を
関係諸子に諭す。

2/2７ 四ツ前より孝友堂へゆき､助訓2人、近思録会読

2/2８ 佐藤誘遊行､途二本光寺墓参 能美郡沢村金山の藩営をやめる。

3/１ 四ツ半より春日社望湖楼へゆき､詩文会

3/２ 大工庄右衛門へゆき､大工小助、連而馬場豊田江家見にゆく。

3/３ 寺州屋へ生花買にゆき帰、山元来､桜一杯いけ､余桃一杯いけ上る。

3/７ 坂井連日稽古始なので､朝場へ参加、木工馬を－鞍

3/８ 孝友堂へ一寸行､助訓一人､坂井へゆき､木工馬一鞍

3/９ 河内山主馬へゆき、関原軍記の講談があり聴く。

3/1０ 半日詩点作(添削)、山本誘に来、□源院へゆき､椎亭､列松､尼斎、山余が集まり遊､笛弐三曲吹いた。

3/1１ 孝友堂へゆき､周易会
3/1３ 兼山秘策20葉ばかり読合す。
3/1５ 家来の源太を連れて岸太を誘い､富山方面旅行に出発
3/１６ 瑞龍寺見学

3/1７ 高岡の引山見物､馳走してもらう､神輿行列もみる。
藩主･斉泰、外国漂流の農民を
呼び､状況を聴取。

3/１８ 高岡を出、小杉へゆく。

3/1９ 日石寺見学

3/2０ 放生津見学
3/2１ 高岡関宮到着

3/2２ 16時に富山方面旅行から帰宅

3/2３ 斉泰参勤に上京

3/2４ 半日古詩を添削
3/2７ 孝友堂へゆき､助読5,6人､助訓3人

3/2９ 孝友堂へゆき､助訓５，６人

4/１ 観音院へ能見物ニ行く。
4/２ 観音院へ能見物ニ行く。
4/６ 生佐と集福寺(与力町)へゆき､軍談を聴く。
4/７ 夜また集福寺へ。
4/８ 昼後隣家早)||へゆき､孝感伝の咄､聴聞人多し。

4/９ 孝友堂へゆき､助読一人､助訓４，５人

4/1１ 孝友堂へゆき､周易会

4/1２ 孝友堂へゆき､助訓1人、近思録致知篇

4/1６ 山元と観音院の佐々木泉渓の画会をみにゆく。

4/1９ 妻、寺中御神事能にゆく。

4/2０ 孝友堂へゆき､助訓３，四人
小)'Ｉ群五郎等に江戸で砲術を学
ばせる。

4/2１ 林清で礼記会
4/2２ 孝友堂へゆき､助読30人ほど､助訓14,5人

4/2４ 孝友堂へゆき､助読､助訓12人

4/2８ 夜18時過に丹羽へゆき､詩会。毛釣5律一首をつくる。

4/2９ 礼会

閏4.1 孝友堂へゆき､詩文会､海防策一篇草稿成る。

閏4/４ 大嶋へ一寸ゆく(貸家之相談に付)。
世子･慶寧､江戸から帰国の途に
つく 。

閏4/７ 7ツ時より金子へゆき､馬場へ出る、１匹3場

閏4/８ ハツ半より本光寺へ､墓参する。

閨4/1１ 孝友堂へゆき､周易会読
この頃江戸で種痘広まる(武江年
表）

閨4/1４ 孝友堂へゆき､助訓一人、助読一人
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閏4/1５ 生佐､遠長、山元、森守、三輪良次郎連れて波吉講能見物に行く 大聖寺)||洪水
閏4/1８ 大嶋へゆき、任田へ家見に行き、又大嶋にて暫咄す。
閏4/1９ 5ツ半より孝友堂へゆき、助訓６，７人
閏4/2０ 晩より妃斎、橡亭、椎亭来、詩会、各1首
閨4/2１ 学友堂へゆき、)司易会

閏4/2２ 字反'林情｣と野町大蓮寺門前にて前田家嫡子･慶寧の御帰城御行列
を拝む。 世子慶寧金沢に到着

閏4/2４ |王荊公論｣執筆

閏4/2６ 河内山隼人誘い､春日神；

に
■
。 二へゆき曲馬５幕を見物

閏4/2８ この夜8時過より父風邪

5/２ 王安石(荊公)論執筆継続中 この頃、石)||郡７か村で騒動(－
摸）

5/４ 父役所見台紙面調

5/1４ 見舞人応対など

5/1５ 父、この日まで疾咳止まらず。 斉泰、儒学にもとづく外国人待遇
方法を儒者に諮問

5/1６ 父の回復1ﾘT願のため白山代参を2人に頼む。

5/1７ 父落命、大切案 村

5/1８ 伊勝主馬殿被見、遺書封しめて御渡する。

5/2０ 父の葬礼用意

5/2１ 出棺、読経、通夜、料理51人前を出す。

5/2２ 通夜四人

5/2３ 本光寺へ参詣、百弐拾５匁を持参する。

5/2７ 浅野)11出水のため大橋から本光寺へゆく。

5/3１ 目宅から本光寺へ材木町、又五郎小路まわりで4千足と歩数数える。

6/２ 不快で葛根湯、大黄刀ﾛ皮を服す。暫く帳面調理等、この夕は本光寺へ
叔父が代参する。

6/７

。
』 汎父、本光寺代参

6/９ 目らの墓参再開

6/2０ ３５日通夜の法事

6/2３ 此日から傷が恐くなり、歩行が難しくなる。
6/2７ この日より|寝所｣にて客を応対

7/５ 四十九日逮夜

7/７ 大聖寺藩主前田備後守死去
7/８ 夜精進あけ

7/９ 忌み明け、前田内蔵助殿へ遺書を持参する。

7/10 この日より食欲少し回復。「転宅案内紙面｣を百通余調えてもらう。 幕府、松前藩、五島藩に築城を
命ず｡

7/1３ 22軒后 ,明挨拶等にゆく。
7/1４ 傷が厄 復する。

7/2１ 銀子５ 百日借りに行く。

7/2４ 10時iｆ より前田内蔵助殿へ出て、由緒帳について尋ねられる。
7/2６ この日’｢浅草霊験記』全８冊読了
7/2９ 丹羽力 采、臥して甲子待 慶寧､犀)||で御歩の水練をみる。
8/１ 昼から大嶋嫁亭など学友4人誘い、大乗寺まで遊ぶ。

8/３ 朝9時頃から葬儀来訪者に返礼にゆく(17軒）

8/６ 終日箪笥整理など

8/７ 孝友堂へゆき、助訓2人、オランダ製受陽器(エレキテル)をみる。

8/８ 越中屋六左衛門へゆき、百目手形をかき、正銀百目を受取る、

8/９ 学友堂へゆき、助読3人、助訓１５人

8/1５ 大槽茶屋へゆき、月見、酒を飲む。

8/1９ 孝友堂へゆき、助訓･助読数十人、四ツ半過二帰る。

8/2０ 14時過より佐列松が来、尋いで西好文園、晩二岸井静斎来て、咄、画
寄合書詩歌等をした。

8/2１ ｢異国船書付｣を書く。 備前守卒去につき鳴物遠慮(成
瀬日記）

8/2６ 百ヶ日法事のため来客用意など 斎泰の子、利義、大聖寺藩世嗣
となることを幕府に許される。

8/2７ 明石源太郎が来て、蒙求学習を始める。
8/2９ 孝友堂へゆき、助訓３人
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慶寧、学校に臨む作伝を簡素化

八

9/１ 14時過より好文園､稼亭､列松と望湖楼へゆき､岸井静斉画会を見物
9/３ 久保市へゆく。
9/４ 従兄弟･井口三次郎大病に付見舞にゆく。 慶寧、学校に臨む作法を簡素化
9/５ 終日看病

9/６ 母方従弟の井口三次郎病死
幕府、各藩に沿岸海深の測量を
報告させる。

9/８ 葬礼の世話をし､蓮花寺へ参詣

9/９
昼後佐藤列松を誘い､柳橋へ遊行する｡妃斎、西坂、白渓は、大檜で
待っていた､詩を練る等､夜月を踏み帰る。

9/10 丹羽に男児誕生祝にゆく。
9/1１ 井口へゆき、中陰逮夜をする。
9/1４ 河内山隼人へゆき､孟子会読をはじめる。
9/1９ 午前10時頃から孝友堂へゆき､助訓7人、昼前に帰る。
9/2１ １０時から孝友堂へゆき､周易会､弁解易之興其於中古乎
9/2２ 8時すぎから列松へゆき､詩会
9/2５ 好文園、白渓､稼亭､妃斎､椎亭皆集まり､辰卯の感応寺へ行った。
9/2７ 椎渓､尼橋が来て､詩会､各一首つくる。
9/2９ 雲龍寺河内山葬礼に参詣､孝友堂へゆき､助訓九人、昼に帰る。
10/１ 朝１０時から孝友堂へゆき､周易会
１０/６ 14時から列松を誘って本屋数軒廻り晩に帰る。
１０/９ 孝友堂へゆき､助訓十人、昼後帰る。
10/1１ 14時過から孝友堂へゆき､周易会 慶寧、白山宮に参詣
１０/1４ 孝友堂へゆき､周易会
10/1６ 孝友堂へゆき咄､助読･助訓、四ツ前に帰る。
10/2１ 孝友堂へゆき､周易会､林清が弁解
10/2２ 歌会があり､詩5律一首を作った。
10/2５ 一日詩作､２種つくった｡

11/５ 孝友堂へゆき､周易会
11/７ 終日又三十詩別帳清書一冊
11/1０ 一日詩集を読む
11/1１ 孝友堂へゆき､周易会文言‘云､先生がはじめの3節を講じた。
11/1５ 終日歴史綱鑑抜華を読む。

11/1９ 孝友堂へゆき､助訓数人
11/2０ 終日文章を練った。
11/2３ 朝半日書籍入替える、 大江広元論｣－篇書き始める。
１１/2６ 忌明挨拶にゆく◎

11/2７ 忌明挨拶にゆく、夜は大嶋稼亭が来て詩会

11/2９ 四ツ時より孝友堂へゆき､助訓四人
12/１ 関敬､西月tが来て､孟子会講を始める。 この頃降雪多し(成瀬日記）
12/２ 孝友堂へゆき､孟子膣参会講をした。
１２/３ 昼前より半日頓母子等調理、算術をする。
12/６ 高里、白渓が来て､孟子会講7葉
12/９ 孝友堂へゆき､助訓2人

12/1０ 昼後白渓､高里が来て､孟子講､十葉済ませた。
12/11 孝友堂へゆき､孟子講十葉､梁恵王上篇全て済む。
12/1２ 孝友堂へゆき､助訓、助読
12/1３ 孝友堂へゆき､助読

12/１５
孝友堂で孟子講義17葉読｡６時より先生の論語講解中二眠り、７時前よ
り素読､終日助読､昼後15時過に終わり､その後に宴会

12/1７ 餅つきの手返しなど

12/1８ 素読生が一人小学素読を卒業した｡昼後：豊虎がきて算術
12/1９ 白渓､高里来､孟子講12葉読む。
12/2０ 孝友堂へゆき､孟子読9葉梁恵王下篇全く済む。
12/2３ 尾張町へ買い物に行った。
12/2４ 夜稼亭へゆき､詩会席上5律一首をつくり、夜中3時頃帰った。

12/2５ 昼後入浴に行き､また友田彦助へゆき詩2首造り、夜10時前に帰る。
幕府、異国船打払令復活を予告

し､沿岸防備を諸大名に命ずる゜

12/2８
親友、丹羽椎渓が助教加人となり、その知らせの紙面道割などを取持つ
た｡

12/3０ 5ツ時より町廻り、孝友堂へ｢歳末｣に行く。
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学
習
は
大
体
、
｜
、
素
読
（
そ
よ
み
、
そ
ど
く
）
、
二
、
講
義
、
一
一
一
、

「
輪
講
や
会
読
」
の
一
一
一
段
階
で
指
導
さ
れ
る
が
、
豫
卿
は
こ
の
一
、
二
、
一
一
一
の

す
べ
て
の
段
階
を
、
孝
友
堂
で
も
指
導
し
た
が
、
個
人
指
導
も
し
て
い
た
。
以

下
で
は
、
そ
の
個
人
指
導
の
実
態
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
儒
学
学
習
が
武

士
の
各
階
層
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
背
景
や
指
導
の
具
体
相
も
探
っ
て
み
た
い
。

安
政
二
年
（
’
八
五
五
）
の
起
止
録
で
も
、
永
井
平
右
衛
門
（
六
月
一
一
十

五
日
）
、
辻
（
同
月
二
十
八
日
）
が
他
家
の
「
家
作
」
を
買
い
転
宅
し
た
事
が

記
さ
れ
て
い
る
。
（
『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
」
９
、
六
十
頁
参
照
）
加
賀

藩
与
力
た
ち
は
、
拝
領
屋
敷
の
地
に
ぱ
か
り
住
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

説
明
・
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
時
の
「
学
制
修
補
」
の
内
容

を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
「
人
持
ち
」
以
下
「
平
士
並
」
以
上
の
嫡
子
嫡
孫
は
、
’
五
歳
か
ら

一
一
三
歳
ま
で
九
年
間
を
強
制
就
学
と
し
た
。
儒
者
の
嫡
子
・
嫡
孫
は
例
外
的

に
就
学
を
許
し
た
。
し
か
し
、
「
平
士
並
」
と
さ
れ
る
武
士
に
は
様
々
な
特
殊

な
職
種
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
「
家
芸
」
の
あ
る
人
々
の
嫡
子
・
嫡
孫
は

入
学
を
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
の
内
、
御
射
手
、
御
異
風
（
鉄
砲
）
や
医
師
の
嫡

子
嫡
孫
も
禁
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
番
小
頭
、
三
十
人
頭
、
坊
主
頭
、
御
鷹

匠
小
頭
以
下
の
伜
も
禁
じ
ら
れ
た
。
優
れ
た
藩
士
の
子
弟
を
「
新
番
組
御
歩

（
お
か
ち
ご
と
し
、
出
世
の
道
を
開
い
て
い
た
が
、
結
局
こ
の
層
が
「
平
士

並
」
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
入
学
を
許
可
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
み

え
る
。
平
士
並
以
上
の
次
、
三
男
や
「
御
歩
並
」
以
上
の
「
俊
異
之
者
」
は

「
生
徒
」
と
す
る
場
合
が
あ
る
事
も
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
適
用
例
が
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
質
的
に
は
、
こ
の
時
か
ら
平
士
以
上
の
嫡
子
嫡
孫

の
学
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
明
倫
堂
に
お
け
る
藩
士
の
試
業
制
度
は
、
文
政
二
年
二
八
一
九
）

に
は
じ
ま
り
、
天
保
四
年
（
一
八
一
一
一
一
一
一
）
に
は
、
試
業
欠
席
者
は
、
春
は
一
一
一

月
一
五
日
、
秋
は
十
月
三
十
日
に
追
試
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

「
学
制
修
補
」
が
さ
れ
た
天
保
一
三
年
か
ら
は
、
一
一
十
四
歳
よ
り
一
一
一
十
九
歳

ま
で
の
一
般
藩
士
の
「
総
試
業
」
が
始
ま
っ
た
。
『
稿
本
金
沢
市
史
学
事
篇

第
二
』
に
も
、
「
天
保
一
一
一
一
年
以
後
は
総
試
業
な
る
も
の
が
あ
り
、
’
八
歳
か

ら
二
九
歳
ま
で
の
も
の
は
『
生
徒
」
と
同
じ
く
試
業
し
、
人
持
以
下
平
士
並

以
上
役
掛
を
除
き
、
二
十
九
歳
よ
り
一
一
一
十
九
歳
に
い
た
る
ま
で
は
逓
番
一
一
一
カ

年
に
一
回
試
業
し
た
」
（
二
一
一
一
八
頁
）
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
成
績
の
悪
い
も
の
に
対
す
る
罰
則
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

儒
学
学
習
を
怠
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
不
得
意
な
藩
士
に
は
大
変
な

事
件
（
脅
威
）
で
あ
り
、
こ
の
試
業
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
噂
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
。

九
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
豫
卿
の
親
友
・
大
嶋
稼
亭
の
父
大
嶋
清
太
の

意
見
書
中
の
言
葉
で
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
惣
試
業
の
儀
は
、
諸
子
一
統
書
を
読
ま
せ
候
と
の
御
趣
意
と
泰
存
候
、

然
処
是
実
に
寸
益
な
く
し
て
大
害
を
生
じ
候
基
と
乍
恐
奉
存
候
、
夫
を
如
何

と
申
し
候
に
、
其
以
来
惣
試
業
に
因
り
て
読
書
之
志
に
向
侯
者
、
一
人
有
之

義
承
り
不
申
候
。
乍
然
初
之
年
は
何
も
儒
家
へ
た
よ
り
下
読
、
下
書
等
の
稽

古
致
候
人
々
も
有
之
候
共
、
次
年
よ
り
は
其
様
一
切
無
之
様
に
相
成
候
、
且

便
所
書
・
弁
当
書
な
ど
、
近
来
世
上
に
悪
言
申
触
し
候
義
、
以
之
外
に
御
座

侯
。
・
・
・
」
（
傍
点
引
用
者
）

こ
の
意
見
書
は
『
日
本
教
育
史
資
料
』
編
纂
時
提
出
し
た
原
本
ま
た
は
そ

の
写
し
と
み
ら
れ
る
県
立
図
書
館
蔵
「
旧
藩
学
校
沿
革
調
」
に
は
「
戌
申
十

一
月
」
の
記
入
が
あ
り
「
嘉
永
元
年
」
と
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永

元
年
十
一
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
嘉
永
年
間
初
期
の
藩

士
の
儒
学
学
習
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
研
究
に
と
っ
て
は
極
め
て
興

味
深
い
。
こ
の
大
嶋
清
太
の
状
況
認
識
が
正
し
い
か
と
う
か
を
本
史
料
か
ら
部

分
的
に
判
定
で
き
る
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
正
し
か
っ
た
」
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
武
芸
に
つ
い
て
も
同
様
の
奨
励
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
天
保
二

二
八
四
○
）
年
七
月
に
は
門
弟
中
で
最
も
勉
励
す
る
も
の
｜
一
人
を
推
薦
さ

せ
、
藩
主
親
臨
し
て
そ
の
武
芸
を
み
、
毎
年
師
範
家
に
門
弟
の
稽
古
日
数
を

調
査
し
て
提
出
さ
せ
、
特
別
勉
励
の
も
の
に
は
、
袴
地
を
下
賜
さ
れ
た
。
五

カ
年
間
経
武
館
の
定
日
八
分
以
上
の
出
席
者
に
は
身
分
に
よ
り
、
馬
袴
や
白

銀
を
賞
与
し
た
。
（
加
賀
藩
で
は
武
道
は
基
本
的
に
師
範
家
の
道
場
で
学
び
、

月
に
「
二
度
の
定
日
の
み
経
武
館
で
学
ぶ
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
）
年
に

よ
っ
て
は
、
特
別
の
奨
励
、
昇
進
や
抜
擢
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）
年
二
月
一
一
八
日
に
は
、
「
天
保
一
一
年
よ
り
弘
化
四
年
迄
」

武
芸
に
励
ん
だ
一
一
五
～
’
’
六
人
の
者
に
二
の
丸
御
殿
に
招
集
し
、
目
録
が
下

さ
れ
た
。
嘉
永
六
年
に
は
三
一
一
一
名
の
も
の
が
武
芸
出
精
の
名
目
で
加
増
、
召

出
、
陪
臣
か
ら
の
与
力
へ
の
登
用
、
昇
進
、
金
品
贈
与
が
行
わ
れ
た
。
弓
稿

深
美
家
（
四
千
五
百
石
）
、
篠
原
家
（
四

千
石
）
・
・
・
・
・
上
級
武
士

少
し
時
代
は
遡
る
が
、
天
保
一
四
二
八
四

一
一
一
）
年
九
月
一
一
三
日
、
豫
卿
が
一
一
十
一
歳
の
時

の
記
事
に
「
是
日
深
見
二
三
殿
へ
初
め
て

行
小
学
素
読
一
枚
余
授
」
と
あ
る
。
人
持
で
四

千
五
百
石
の
大
身
・
深
美
兵
庫
家
の
子
弟
へ
の

通
い
稽
古
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
「
堤
町
後
」
に

そ
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
深
美
家
で
の

は
じ
め
の
頃
の
指
導
記
録
を
書
き
抜
く
と
、
表

２
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
金
澤
市
史
学
事
篇
第
二
』
’
’
’
百
六
～
’
’
’
’
一
一
頁
、
「
日
本
教
育
史
資
料
』
、

「
加
賀
藩
史
料
幕
末
篇
上
巻
』
八
一
～
八
二
頁
な
ど
を
参
照
）

「
起
止
録
』
の
著
者
（
余
卿
）
自
身
や
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
文
武
の
修
業

に
励
ん
だ
背
景
に
は
、
当
時
の
加
賀
藩
で
こ
の
よ
う
な
奨
励
策
が
行
わ
れ
て

い
た
事
と
大
い
に
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
で
は
、
嘉
永
二
年
前
後
の
起
止
録
か
ら
武
士
の
身
分
階
層
の
違
い
に
注

目
し
て
、
当
時
の
加
賀
藩
武
士
の
儒
学
教
育
の
実
態
を
少
し
く
窺
っ
て
み
る
。

た
だ
し
、
幕
末
加
賀
藩
武
士
の
漢
学
学
習
の
全
体
的
把
握
は
、
起
止
録
研
究
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
一
シ
の
積
も
り
で
あ
る
が
、
今
回
は
解
読
が
ま
だ
一
部
分
で

あ
る
た
め
、
初
歩
的
、
部
分
的
考
察
に
過
ぎ
な

い
こ
と
を
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
深
美
（
見
）
家
で
の
初
期

の
生
徒
は
二
人
だ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
が
休
む

場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
学
習
書
目
が
省
略
さ
れ

て
い
る
の
は
、
初
歩
の
素
読
指
導
の
段
階
で
あ

二
頁
、
『
日
本
教
育
史
資
料
」
、

一

○

(注深美は起止録には深見と表記されているので、深見のままとした。
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人
持
ち
で
四
千
石
で
西
町
に
屋
敷
が
あ
っ
た
篠
原
織
部
家
の
稽
古
の
場
合

を
同
様
に
調
べ
る
と
、
嘉
永
三
（
’
八
五
十
）
年
六
月
一
一
六
日
に
は
、
「
七
つ

時
よ
り
貞
観
政
要
下
読
」
の
記
事
が
あ
り
、
翌
日
に
は
、
「
．
．
：
昼
後
帰

揚
あ
み
尋
い
で
孝
友
堂
へ
一
寸
寄
り
、
篠
原
へ
初
め
て
行
貞
観
政
要
起
業
、

弐
拾
葉
余
七
つ
過
ぎ
に
帰
る
」
と
あ
る
。
七
月
二
日
に
は
「
貞
観
政
要
読
暫

午
睡
・
・
・
八
つ
時
よ
り
篠
原
へ
行
貞
観
政
要
起
業
、
弐
拾
六
葉
、
跡
に
文

五
郎
論
語
質
問
四
五
章
七
つ
半
に
帰
る
」
と
あ
る
。
篠
原
家
の
は
じ
め
て
の

指
導
に
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
入
念
に
準
備
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
同
月
二

一
日
、
二
七
日
、
九
月
一
一
一
日
、
一
七
日
に
も
篠
原
で
貞
観
政
要
（
と
論
語
）

の
指
導
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
月
二
日
に
は
豫
卿
の
召
し
出
し
の
通
知

が
来
る
。
こ
の
日
か
ら
与
力
と
し
て
一
人
前
の
職
業
生
活
に
入
る
が
、
以
後

篠
原
へ
の
出
張
指
導
の
記
録
は
十
一
月
三
日
を
最
後
に
な
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
千
五
百
石
の
人
持
組
で
あ
っ
た
成
瀬
正
居
に
よ
る
『
成
瀬

日
記
』
の
翻
刻
が
梶
井
重
明
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

公
開
さ
れ
て
い
る
（
亘
召
ペ
ヘ
目
２
ｍ
の
已
云
宣
・
電
の
ケ
・
旨
、
○
ｍ
の
①
六
・
・
・
・
」
己
へ
）
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
大
体
同
時
期
に
豫
卿
の
師
・
西
坂
成
庵
自
身
が
通
い
稽
古
で

成
瀬
正
居
な
ど
を
教
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
身
の
家
柄
で
は
、
儒
者
や

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
指
導
時
間
は
半
時
（
約
一
時
間
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
深
美
家
で
の
指
導
は
か
な
り
後
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
弘
化
二
二

八
四
五
）
年
十
一
月
七
日
に
は
、
「
深
美
素
読
詩
経
下
三
枚
授
」
同
十
一
月
一
一

二
日
に
は
「
深
美
釈
読
論
語
四
章
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
素
読
が
五
経
に

ま
で
ま
た
論
語
の
内
容
の
講
義
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
翌
年
の
三
月
二

十
七
日
に
「
深
美
へ
行
き
釈
読
五
章
」
の
記
事
を
最
後
に
）
以
後
、
深
美
家
の

稽
古
に
通
っ
た
記
録
は
な
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
同
日
夜
に
正
月
二
十
四

日
の
件
で
「
外
出
差
し
止
め
」
の
処
罰
を
受
け
、
外
出
が
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。
外
出
差
し
止
め
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
年
間
以
上
に
及
ん
だ
。

そ
れ
が
許
さ
れ
た
後
も
、
再
び
深
美
家
に
通
っ
た
形
跡
は
な
い
。

粛
清
五
郎
、
明
石
源
太
郎
ほ
か
。
・
・
・
・
中
級
武
士

嘉
永
元
年
二
月
の
大
嶋
桃
年
の
意
見
書
に
「
近
年
に
至
り
、
授
読
の
書

に
拘
わ
ら
ず
一
年
前
よ
り
別
に
一
、
こ
の
篇
目
き
め
置
き
、
そ
の
内
に
て
弁

書
致
さ
せ
候
事
に
仰
せ
出
さ
れ
侯
に
つ
き
、
心
が
け
の
人
は
篇
内
幾
度
も
熟

読
い
た
し
、
下
書
き
等
も
致
し
ま
か
り
あ
り
候
へ
ぱ
、
当
日
に
至
り
苦
も
な

く
書
き
写
し
侯
の
み
に
御
座
候
。
心
掛
け
無
之
人
は
・
・
・
右
何
れ
も
平
成

授
業
の
月
日
に
は
一
切
相
成
り
申
さ
ず
候
。
．
・
・
・
」
（
徳
田
進
『
近
世
の

学
習
方
法
』
講
談
社
、
四
五
一
頁
所
引
）
と
あ
る
。
上
記
三
名
の
人
た
ち
は

平
士
で
あ
り
、
総
試
業
の
対
象
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
出
て
く
る
豫

卿
の
弁
書
の
「
点
検
」
や
「
直
し
」
は
、
彼
ら
の
試
験
対
策
の
手
伝
い
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
（
解
明
で
き
た
場
合
の
）
家
筋
な

ど
も
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。

組
外
百
八
十
石
・
南
情
五
郎
の
居
宅
は
、
明
治
三
年
提
出
の
由
緒
書
で

は
浅
野
川
沿
い
の
備
中
町
で
あ
る
。
現
在
の
材
木
町
に
含
ま
れ
る
。
南
源

左
衛
門
の
嫡
子
、
南
清
五
郎
は
、
嘉
永
六
年
七
月
一
二
日
亡
父
源
左
衛
門

の
跡
目
相
続
が
か
な
い
、
組
外
御
番
頭
支
配
と
な
っ
た
。
嘉
永
二
年
の
頃
は

い
ま
だ
一
一
三
歳
の
若
者
で
あ
り
、
ま
だ
「
無
息
（
足
）
」
（
士
分
の
子
弟
で
未

だ
藩
か
ら
知
行
を
受
け
な
い
者
）
で
あ
っ
た
。
南
家
は
、
祖
父
の
代
ま
で
百

五
十
石
の
本
組
与
力
で
あ
っ
た
。
父
の
代
に
年
寄
衆
席
留
書
御
用
を
長
年
勤

め
あ
げ
三
十
石
加
増
さ
れ
「
継
州
」
へ
昇
格
し
た
。
情
五
郎
の
下
の
妹
は
、

坂
井
伊
太
（
夫
）
の
妻
、
一
一
番
目
の
妹
は
本
組
与
力
・
山
口
七
兵
衛
に
嫁
い

だ
が
夫
が
若
死
に
し
、
文
久
二
年
一
二
月
与
力
・
植
松
平
左
衛
門
と
再
婚
し

そ
の
弟
子
た
ち
に
通
い
稽
古
を
頼
ん
で
い
た
事
が
分
か
る
。
（
成
瀬
家
の
場
合
、

儒
学
に
限
ら
ず
、
弓
、
鎗
、
馬
術
、
書
道
の
師
匠
を
個
別
に
依
頼
し
て
い
た

事
が
、
成
瀬
日
記
か
ら
分
か
る
。
）
な
お
、
成
瀬
日
記
に
よ
る
と
双
方
の
都
合

（
含
む
病
気
）
で
当
日
日
程
変
更
に
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
豫
卿

の
場
合
も
同
様
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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。
（
図
１
参
照
）
南
情
五
郎
の
孝
友
堂
入
門
は
嘉
永
二
年
二
月
四
日
で
あ

る
。
こ
の
時
二
十
歳
で
あ
る
。
す
ぐ
孝
友
堂
へ
伴
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
豫

卿
の
と
こ
ろ
へ
の
通
い
方
は
月
に
三
回
程
度
、
小
学
の
素
読
と
釈
読
を
受
け
て

い
る
が
、
本
格
的
指
導
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
嘉
永
二
年
の
学

習
状
況
は
表
３
の
通
り
で
、
八
月
三
日
以
降
は
全
く
学
習
を
し
て
い
な
い
。
嘉

永
三
年
四
月
一
一
一
日
に
は
論
語
に
入
る
が
、
そ
の
後
も
熱
心
に
通
っ
た
形
跡
が

な
い
。
安
政
二
年
九
月
二
十
九
日
に
一
緒
に
弓
を
射
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
儒

学
学
習
の
記
事
は
な
い
。
二
十
歳
に
な
っ
て
小
学
の
素
読
を
す
る
の
は
、
儒
学

学
習
を
怠
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
少
し
後
に
な
る
が
、

別
４
２
３
４
７
４
３
３

４
３
２
３

闇
２
２

１
２

２
１

２
２
４
４
４
４
４

４
５
５
８

■
■

Ｌｊ

３
．
壹

讃

明
石
源
太
郎
は
、
豫

卿
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
、

馬
廻
・
明
石
久
兵
衛
の

嫡
子
で
あ
っ
た
。
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
一
一

百
五
十
石
の
相
続
を
許

さ
れ
た
。
嘉
永
六
二

八
五
三
）
年
一
月
八
日

割
場
奉
行
当
分
加
入
、

同
七
年
四
月
一
四
日
定

検
地
奉
行
と
な
り
、
慶

応
二
年
に
は
経
武
館
督

学
に
加
わ
っ
た
事
が
分

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

弁
書
試
業
の
こ
と
も
あ

、
少
し
後
に
な
る
が
、

文
久
四
年
八
月
十
二
日

に
そ
の
息
子
を
入
門
さ

せ
て
い
る
。

そ
の
他
、
河
内
山
隼
人
、
主
馬
や
中
山
権
次
郎
、

年
に
は
弁
書
指
導
を
受
け
て
い
る
。
河
内
山
隼
人
、

山
に
つ
い
て
は
今
は
特
定
出
来
て
い
な
い
が
、
山

脇
は
二
百
石
の
平
士
で
当
時
十
七
歳
で
あ
る
。
中

山
も
平
士
身
分
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

中
山
、
山
脇
は
二
人
で
十
月
二
九
日
に
訪
問
し
、

翌
日
三
十
日
か
ら
連
続
し
て
詩
経
と
礼
記
の
素
読
、

論
語
と
小
学
の
釈
読
指
導
を
し
た
り
質
問
を
受
け
、

そ
の
後
山
脇
の
み
が
一
人
で
質
問
に
一
度
来
る
が

そ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
日
間
連
続
の

短
期
集
中
指
導
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
平
士
身
分
の
中
級
武
士
は
、
い
ま
だ

十
分
に
検
証
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
総

試
業
に
対
処
す
る
た
め
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

る
か
ら
で
あ
ろ
う
、
豫
卿
の
援
助
を
一
時
期
受
け
た
よ
う
だ
が
、
嘉
永
二
年

の
修
学
状
況
か
ら
み
て
、
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
弁
書
の
指
導
を
受
け
よ
う
と
し

た
が
、
儒
学
の
基
礎
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
み
え
て
、
蒙
求
の
学
習
か
ら
始

め
て
い
る
。
二
十
代
後
半
に
達
し
て
い
た
明
石
の
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
儒

学
の
学
力
は
、
未
だ
相
当
低
か
つ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
文
」
よ
り
は

「
武
」
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
と
み
ら
れ
る
。
明
石
源
太
郎
は
、
修
学
強
制
が

強
ま
っ
た
幕
末
の
加
賀
藩
で
も
、
儒
学
の
習
得
が
必
ず
し
も
出
世
の
必
要
条
件

で
は
な
か
っ
た
具
体
例
と
い
え
よ
う
。

山
本
伝
太
郎
、
森
嶋
（
十
太
郎
）
守
人
、

三
田
村
半
助
、
水
野
金
太
郎
、
遠
田
良

平
・
・
・
・
・
・
与
力
の
子
弟
た
ち

山
脇
保
三
郎
が
、
こ
の

主
馬
は
兄
弟
で
あ
る
。
中

■■■■■■■■■■ｂ

￣

￣

護iii蕊iii鑿;霧|iii;iii1ii::ilIiilij;ｉｉｉ灘馨jilli霞篝鑿篝議ｉｉ鑿鑿鑿鑿鑿i議蕊鑿鑿鑿鑿鑿鑿議
年」号 日 記事 参考事項

嘉永2．２．４ 九時ﾛﾖ南済五郎来、入門、連れて孝友堂へ行く
2．２２ 来、ノ ､学素 寵講釈
２ 2３ 来、Z ､学

４ ４ 南清、森守来、′ ､学、論語釈読等
４ ７ 九時頃に起、軍茎重咄、南情釆、辱いでＸ索一人
4．１４ 九時頃に起、素二人、南清来、跡二皆算術槽古、

昼後皆去

閏4．３ 髪結来、午後四時過ぎに去る。、先是又素（読）
二人、南清来、跡二算術稽古

閏4．２３ 早｣||江行、水大（水野大作）と碁四番、午後四時
に帰る、尋いで南清来、小学素読、釈読、算術、
碁弐番、晩に去

閏4．２４

山
好
弐
後

、
夜
碁
午

来
・
与
、

守
去
清
曲

森
皆
南
三

一
一
に
、
、

間
昼
常
弐

、
、
吉
笛

読
番
、
と

釈
弐
来
園

、
碁
常
文

読
と
田
好

素
元
吉
、

、
山
、
番

来
、
来
弐

漬
清
清
与

南
南
南
清

ら
に
又
南

10時前か

元来、跡
文園来、

、、笛、番、番、余
9時頃に好文園去、跡二咄、１２時頃に皆去、

5．３ 南清来、ノ ､学、森守論語四章
5．１２ 昼後南情ヲそ、弁解下読

5.21豫卿父死去

8．３ 来、弁解下読壱章
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森
嶋
守
人
は
、
早
川
主
殿
与
力
・
百
石
の
森
嶋
彦
左
衛
門
の
嫡
子
で
あ
る
。

文
久
元
年
一
一
一
月
家
督
相
続
を
許
さ
れ
た
。
嘉
永
二
年
に
は
一
九
歳
で
あ
っ
た
。

森
嶋
は
弘
化
四
年
四
月
二
七
日
に
一
六
歳
で
豫
卿
に
入
門
し
た
。
同
じ
年
の

七
月
二
六
日
同
じ
与
力
町
の
住
人
・
水
野
金
太
郎
が
九
歳
で
、
ま
た
七
月
一
一

八
日
遠
田
良
平
が
十
歳
で
入
門
し
た
の
に
比
べ
る
と
、
極
め
て
年
長
で
あ
る
。

森
嶋
は
は
じ
め
「
森
十
」
と
略
称
さ
れ
る
が
、
嘉
永
元
年
五
月
二
七
日
か
ら

「
森
守
」
と
略
さ
れ
る
。
恐
ら
く
＋
太
郎
は
幼
名
、
守
人
は
元
服
後
の
名
で

あ
ろ
う
。
小
学
鐸
読
か
ら
始
め
て
い
る
。
弘
化
四
年
五
月
二
六
日
に
は
素
読

の
指
導
を
豫
卿
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
い
る
し
、
｜
定
の
水
準
に
達
し
て
い
た

よ
う
だ
。
か
な
り
頻
繁
に
教
え
を
受
け
、
嘉
永
二
年
に
は
論
語
の
釈
読
に
進

み
、
多
く
指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
の
進
度
は
余
り
捗
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

残
さ
れ
て
い
る
由
緒
書
き
に
よ
る
と
、
嘉
永
七
年
七
月
山
本
和
多
次
の
嫡

子
、
山
本
伝
太
郎
は
、
百
六
十
石
を
相
続
し
た
。
（
図
１
参
照
）
嘉
永
二
年
に

は
一
四
歳
で
あ
っ
た
。
弘
化
四
年
五
月
一
二
日
に
豫
卿
に
入
門
し
て
い
る
山

本
元
太
郎
が
こ
の
伝
（
源
）
太
郎
の
幼
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
断
定
は

で
き
な
い
。
幼
名
の
可
能
性
が
高
い
理
由
は
、
父
、
山
本
和
多
次
が
死
去
（
嘉

永
二
年
十
一
一
病
死
）
の
前
後
に
、
頻
繁
に
豫
卿
を
訪
れ
て
い
た
「
山
元
」
の

語
が
登
場
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

山
本
伝
太
郎
の
入
門
は
、
「
孟
子
本
文
始
よ
り
弐
章
釈
読
（
と
き
よ
み
と

と
あ
り
、
少
し
進
ん
だ
段
階
か
ら
の
入
門
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
月
二
七
日

に
は
早
く
も
「
山
源
（
引
用
者
註
こ
の
よ
う
に
元
を
源
と
す
る
よ
う
な
あ

て
字
は
他
に
も
多
い
。
）
孟
子
跡
に
碁
四
番
」
と
あ
り
、
初
め
か
ら
漢
学
習
得

だ
け
の
関
係
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
六
月
七
日
に
は
「
夜
山
元
、
山
政
、

生
佐
来
笛
稽
古
数
曲
五
つ
半
過
ぎ
に
去
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
学
習

得
以
外
の
交
流
が
後
に
な
る
ほ
ど
多
い
の
が
、
豫
卿
と
山
本
元
太
郎
と
の
関

係
の
特
徴
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
の
日
記
に
も
彼
の
名
は
多
数
登
場
す
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
囲
碁
や
謡
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
組
与
力
・
一
一
一
田
村
佐
七
郎
の
長
男
で
嫡
子
の
三
田
村
半
助
は
、
弘
化
四

年
六
月
七
日
に
豫
卿
に
入
門
し
た
。
そ
の
日
は
大
学
序
の
素
読
を
し
た
。
そ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
「
大
学
注
素
読
」
を
重
ね
た
が
、
七
月
頃
に
は
記
録
が

な
く
な
る
。
（
日
記
で
は
、
素
読
指
導
の
場
合
大
体
素
○
人
と
の
み
書
き
、
人

名
を
明
記
し
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
判
別
で
き
な
い
）
、
弘
化
四
年
八
月
二

九
日
に
は
「
中
庸
素
読
」
を
し
て
い
る
が
、
嘉
永
元
年
頃
に
は
、
記
録
が
な

豫
卿
が
味
噌
蔵
町
へ
の
転
居
し
た
後
、
は
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
時
々
は
豫
卿
を
訪
れ
て
い
る
。
（
安
政
元
年
十
月
一
九
日
、

文
久
一
一
年
七
月
一
日
、
十
二
月
一
一
十
五
日
な
ど
）

一一’
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（
こ
の
時
期
豫
卿
は
「
算
術
稽
古
」
を
す
る
場
面
が
多
く
登
場
す
る
）
、
同

二
年
に
は
ま
た
登
場
す
る
が
、
素
読
と
同
時
に
算
術
や
謡
の
み
を
す
る
場
合

が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
嘉
永
二
年
の
翻
刻
文
で
も
確
認
で
き
る
。
し

か
し
、
嘉
永
一
一
一
年
一
一
一
月
一
四
、
二
一
一
一
、
一
一
四
日
に
は
孟
子
釈
読
を
集
中
的
に

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
な
お
、
三
田
村
の
居
宅
は
豫
卿
の
斜
め
向
か
い

で
あ
り
、
そ
の
た
め
か
豫
卿
の
方
か
ら
訪
ね
る
場
合
も
多
い
。

三
田
村
半
助
弟
の
駒
次
郎
は
、
次
男
で
武
芸
出
精
の
た
め
袴
地
拝
領
し
、

文
久
一
一
一
年
五
月
知
行
百
石
の
本
多
図
書
与
力
に
召
し
出
さ
れ
、
元
治
元
年
六

月
に
は
公
事
場
附
き
御
用
加
入
と
な
っ
た
。
則
ち
、
豫
卿
の
同
僚
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
武
家
の
一
一
，
三
男
に
と
っ
て
武
芸
で
頭
角
を
表
す
こ
と
も
、

出
世
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
も
触
れ
た
。

水
野
金
太
郎
（
水
野
金
大
夫
の
子
）
、
遠
田
良
平
（
遠
田
長
平
の
子
）
の
入

門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
弘
化
四
年
七
月
二
六
日
、
同
月
一
一
八
日
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
九
歳
と
十
歳
と
書
か
れ
て
い
る
。
両
人
と
も
「
大
学
初
よ
り
素
読
」
で
あ

る
。
こ
の
頃
の
素
読
の
人
数
は
、
こ
の
二
人
が
加
わ
り
毎
日
一
一
一
人
か
ら
四
人

で
あ
る
。
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
素
読
指
導
の
場
合
、
単
に
そ
の
日
の
人
数
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
の
分
析
は
現
状
で
は
難
し
い
。
し
か

し
、
小
立
野
与
力
町
の
何
人
か
の
子
弟
の
初
歩
の
漢
学
入
門
指
導
も
引
き
受

け
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
項
の
事
例
だ
け
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

て
し
ま

豊
島
（
虎
一
一
一
郎
、
略
称
「
豊
虎
」
・
・
・
・
・
・
も
っ
と
も
親
灸

し
た
弟
子

豫
卿
に
も
っ
と
も
長
く
学
ん
だ
豊
島
虎
三
郎
（
幼
名
・
虎
之
助
）
の
家
系

は
、
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
「
豊
虎
」
の
記
事
は
、
天

保
一
三
年
九
月
一
一
八
日
の
記
事
が
初
出
で
あ
ろ
う
。
当
時
一
一
十
歳
の
豫
卿
は
、

六
時
に
白
山
社
の
参
詣
か
ら
帰
り
、
素
読
を
豊
虎
に
「
四
十
枚
計
」
五
時
ま

で
授
け
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、
同
年
十
月
四
日
に
や
は
り
「
素
読
六
十
六
枚

計
」
と
あ
る
。
（
表
七
参
照
）
何
の
書
で
あ
る
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
二
回
で
素
読
は
大
体
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
、

断
続
的
に
豫
卿
の
と
こ
ろ
に
通
い
続
け
る
。
は
じ
め
小
学
訳
読
、
次
に
孟
子

訳
読
、
時
に
詩
の
添
削
も
受
け
て
い
る
。
（
た
と
え
ば
、
天
保
一
四
年
二
月

一
一
八
日
）
豊
島
虎
三
郎
は
、
素
読
の
段
階
は
一
応
終
わ
っ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
た
よ
う
で
、
小
学
の
「
訳
読
」
か
ら
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
小
学

↓
孟
子
と
進
む
の
は
一
般
的
学
習
順
序
と
言
え
る
が
、
そ
の
途
中
で
蒙
求
を

丁
寧
に
や
り
は
じ
め
る
。
蒙
求
は
、
漢
学
の
入
門
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ

て
き
た
が
、
「
町
学
者
が
経
史
詩
文
の
間
に
、
蒙
求
を
挟
ん
で
教
授
」
す
る
の

は
、
「
堅
い
一
方
で
受
講
者
が
倦
み
や
す
い
か
ら
、
興
味
を
以
て
聞
か
れ
る
多

様
性
を
持
っ
た
内
容
の
蒙
求
で
、
漢
学
へ
関
心
を
繋
ぐ
一
方
法
に
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
」
（
早
川
光
三
郎
『
蒙
求
上
』
解
説
、
新
釈
漢
文
体
系
五
八
、

七
頁
）
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
小
学
を
「
卒
業
」
せ
ず
、
孝
経
を
少
し
の

期
間
や
っ
た
あ
と
、
ま
た
蒙
求
に
入
り
、
こ
れ
に
長
時
間
か
け
た
の
は
、
豊

虎
が
経
書
学
習
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
事
を
推
測
さ
せ
る
。

そ
の
後
は
、
十
八
史
略
↓
純
正
蒙
求
（
元
・
胡
炳
文
撰
、
文
化
元
年
幕
府

の
官
板
が
出
版
）
↓
国
史
略
の
順
に
指
導
し
て
い
る
。
国
史
略
は
一
八
二
六

年
（
文
政
九
）
岩
垣
東
園
に
よ
る
編
年
体
の
国
史
の
歴
史
書
で
あ
り
、
教
科

書
的
に
広
く
使
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
中
国
の
十
八
史
略
に
な
ら
っ
て
評
論
、

人
物
伝
、
挿
話
な
ど
に
分
類
し
て
あ
る
。
全
五
巻
。

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
選
択
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
経
書
学
習
の
路
線
か

ら
明
ら
か
に
外
れ
、
史
書
学
習
に
傾
斜
し
て
い
る
。
な
お
、
『
純
正
蒙
求
』
の

指
導
す
る
頃
（
弘
化
三
年
春
頃
）
か
ら
、
課
業
後
、
二
人
で
碁
を
打
つ
こ
と

が
多
く
な
る
。
こ
こ
に
翻
刻
し
た
嘉
永
二
年
に
な
る
と
、
豫
卿
が
父
の
死
去
、

葬
儀
、
病
気
な
ど
と
指
導
を
受
け
る
時
間
的
条
件
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
漢
籍
学
習
を
し
て
い
な
い
。
嘉
永
三
、
四
年
に
も
時
々

訪
れ
る
も
の
の
相
談
相
手
と
し
て
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
漢

籍
学
習
の
片
鱗
さ
え
も
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
豊
嶋
虎
之
助
は

嘉
永
五
年
九
月
一
三
日
算
用
者
・
山
田
市
兵
衛
に
養
子
と
な
り
、
姓
も
変
化

一

四
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し
山
田
虎
三
郎
と
な
る
が
、
そ
の
師
弟
関
係
は
後
ま
で
継
続
し
、
種
々
の
人

生
相
談
に
応
じ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
表
６
に
そ
の
学
習
歴
を
詳
細
に
抽

出
し
て
み
た
が
、
儒
学
学
習
も
多
く
の
学
習
者
に
と
っ
て
一
直
線
で
は
な
く
、

学
習
の
プ
ロ
セ
ス
で
色
々
な
分
岐
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
彼
の
場
合
が
示
し
て：

曾
編

一一
門

業
枚
学
枚

占
枚
質

卒
十
十

二
１
二

半
十

半
半

今
半
牛

半
半

半
牛
半

十
今
十
五
五
十
十
半

半
直
枚
枚
枚
枚
枚

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
章
業
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
業
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

一
一
首
二
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
弍
巨
七
七

四
四
一
一
五
七
二
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
二
一
一
一
一
一
一
山

学
二
学
学
学
学
学
学
枚
枚
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

子
学
学
学
学
産
遥
遥
怪
怪
経
経
怪
我
浪
求
求
笈
杙
求
求
使
使
求
求
求
狡
腱
水
及
求
求
求
求
求

Ｉ
寺
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
－
１
１
１
１
１
１
１
１
－
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
野
孝
孝
孝
孝
孝
孝
孝
孝
蒙
蒙
蒙
蒙
蒙
産
蒙
蒙
諒
象
蒙
詮
家
裁
蒙
蒙
蒙
蒙
蒙
蒙
象
豪
来

一
ｎ
６
ｎ
犯
羽
３
１
５
１
２
３
４
５
８
９
４
４
０
８
９
０
６
７
９
４
５
６
２
６
０
４
５
８
２
６
８
１
４
６
０
６
９
２
５
９
１
３
５
６
７
９
１
７
９
０
５
９
１
８

１
１
１
１
１
１
１
２
１
２
２
３

２
２
２

１
１
１
１
２
２
２
３

１
２
２

１
１
１
２
２
２
２

月
２
３
３
４
４
４
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

６
７
７
７

７
７
７

８
８

８
８
８
８
８
８
８
８
９
９

９
９
９
１
１
１
０
１
１
１

０
０
０
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
２

２

２
１

！
』

５
１

蝋靴

い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
そ
の
学
習
歴
の
詳
細
な
分
析
は
、
他
の
弟
子

の
学
習
歴
や
、
使
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
の
進
度
の
確
認
な
ど
の
作
業
も
必
要
で

あ
り
、
今
回
は
大
ま
か
な
見
通
し
を
示
し
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
。

一

五

小学一章

2.4 小学一章
2.9 小学

3．１７ 小学二節
3．２５ 小学三節
3．３１ 小学三四節
4.2 詩一詩

5．２８ 孟子一章余訳読
6.8 孟子一章訳読論語下

読
6．１３ 孟子一章訳読
6．２８ 孟子二節訳読
8.3 孟子二節
9.8 孟子一節

9.18 孟子二節
9．２８ 孟子二章訳読

閏9.8 孟子二章

閏.９．１３ 孟子一章
1０．３ 孟子一章

1０．８ 詩二首直し孟子一章
10.18 来・・

10.19 蒙求弐枚半
10.23 蒙求壱枚半
10.26 蒙求弐枚半

10.27 蒙求弐枚半
1０．２９ 蒙求壱枚半
11.3 蒙求三枚
11.5 蒙求二枚
1１．６ 蒙求二枚半

11.7 蒙求壱；女半詩を直し
1１．９ 蒙求弐！ 女

1１．１１ 豪求弐I 女

11.17 蒙求壱』 女半
11.19 女半
1１．２ 女

11.21 女半
11.29 女半
1２．１ 蒙求参！ 女

1２．２８ 来咄

小学￣, 三枚

Ｌ３．６ 詩二首直小学三節
3．１１ 小学￣， 三枚
4．２８ 小学六枚
4．２９ 小学六枚
4.3 小学六枚
5.1 小学六枚半
5.5 小学二枚半

5．１１ 六枚

5．１２ 六枚
５ 1３ 小学二枚
５ 1４ 小学三枚
５ 1５ 小学六枚
５ 1８ 小学三枚
５ 1９ 小学二枚半
５ 2４ 小学二枚半
6.4 'j､学三枚

6．１０ 小学三枚
6．２８ 小学二枚余
6．２９ 小学三枚
6．３０ 小学二枚半
7.6 小学二枚半
7.7 小学二枚半

7.9 小学三枚半
7．２４ 小学弐枚
7．２５ 小学壱枚半
7．２６ 小学弐枚半
8.2 小学弐章弁書一編情

書
8.6 孝経起業三枚

8．１０ 孝経四枚半質問
８ 1４ 孝経四枚
８ 1５ 孝経三枚
８ 1８ 孝経五枚
８ 2２ 孝経七枚
８ 2６ 孝経二枚半
８ 2８ 孝経二枚半卒業
８ 3１ 蒙求起業
9.4 蒙求二枚
9.6 蒙求二枚

9.10 蒙求三枚
9．２６ 蒙求二枚半
9．２９ 蒙求二枚半
10.2 蒙求二枚
10.5 蒙求二枚余
10.9 蒙求二枚半

10.11 蒙求二枚半
１１．３ 蒙求二枚五半
11 ５ 蒙求二枚五半
１１ ６ 蒙求二枚半
１１ ７ 蒙求一枚半
1１ ９ 蒙求二枚

1１．１１ 蒙求二枚
1１ 1７ 蒙求一枚半
11 1９ 蒙求二枚半
1１ 2０ 蒙求二枚
1１ 2５ 蒙求二枚
１１ 2９ 蒙求三枚半
1２．１ 蒙求三枚

1２．２８ 来、咄

;蕊i嬢蕊i議難 素読40枚計
10.4 素読66枚計

10.15 小学釈読壱章
10.18 小学下読弐章
10.19 ＋八史略弐枚
10.21 '|､学三章、十八史略

弐枚
10.24 十八史略一枚
10.25 十八史略二枚
10.27 小学五節
1１．１ 十八史略五枚訳読
11.5 小学一章

1１．１６ 十八史略一枚余訳読
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孝友堂へ入門紹介

純正蒙求十枚

史記初より五枚説

純正蒙求質問四枚史記素諭枚
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(次ページ右表に続く

(次ページ中表に続く）(次ページ左表に続く）

１６．４１蒙求弐枚卒業 ’8.191十八史略三枚

碁十番計

2.16 碁十番計
２ 1９ 碁六番
２ 2２ 碁七、八番
２ 2８ 来、帰
２ 2９ 碁壱番

3．１６
岸熊来、碁四番中に豊虎来岸熊
と碁壱番

3．１９ 豊虎ラそに付き帰り碁二番

3．２１
豆Ｉ元ォ亡笏寄已1含・・這匡Ｉ元､里JJしし｣子

)||へ行き碁二番
3．２５ 来る

3．２６ 碁二番
4．２９ 国史略起業
5.3 来

5.4 豊嶋へ行き豊嶋にて碁二番
5．１６ 来

5.2 国史略と論語
5．２５ 来・咄謡鉄輪一番聞き帰る
5．２６ 国史略及論語跡に謡通盛
5．２９ 来

6.8 国史略六枚読む

6．１０
国史略六葉読む他の門生とど
じよう汁

6．１２ 国史略7葉、謡
６ 1３ 笛稽古
６ 1４ 国史略六葉
６ 1６ 国史略
６ 1７ 国史略4葉
６ 1８ 碁壱番
６ 2２ 国史略四枚

6．２５ 国史略四枚

6．２６ 謡2番

６ 2８ 国史略八葉、笛稽古
７ 1３ 碁二番
７ 2１ 国史略四葉
７ 2６ 来る

7．２８ 国史略三葉

7．２９ 笛稽古
7．３０ 国史略二葉

8.1
学友たちと車山へ行く。笛二曲
など

8.5 笛二三曲、碁四五曲
8.9 国史略五葉、数人と鶴間谷散策

8．１０ 国史略五葉、碁二番
８ 1２ 国史略十葉質問
８ 1４ 国史略三の首五葉
８ 2２ 笛数曲賦し
８ 2８ 行き、碁、謡
８ 2９ 国史略六葉
9．１ 国史略六葉
9.6 碁三番

9．２２ 山元と行き碁諸六番

9．２９ 手伝国史略質問

10.18 国史略跡に咄

10.26 国史略、跡に謡クリ
1１ 1５ 来有
1１ 1９ 祝儀に来

1１ 2２ 国史略五葉
1２ 2８ 碁二番

豊嶋へ悔やみに行き

3．１１ 豊虎来暫咄
3.17 孝友堂へ入門紹介す
3.22 純正蒙求十枚
4.6 史記初より五枚読

4.18 純正蒙求質問四枚、史記素読3枚

4.24 純正蒙求質問三四枚質問

4.27 来咄、晩に去

4.28 咄、碁二番

5.1 来・咄
5.2 碁二番

5.16 暫咄
５ 1７ 咄

５ 1８ 咄
５ 2１ 暫咄
５ 2５ 碁五番

1０ 純正蒙求八枚質問跡に後？番

閏５ 1６ 来暫咄

閏５ 1８ 一寸来・・又来純正蒙求三枚

閏５ 2６ 純正蒙求五枚余

閏5.27 四時過ぎより昼まで史記質問

閏5.29 純正蒙求五枚余
6．１２ 暫来

6．２３ 純正蒙求八枚卒業
7.5 咄、碁二番

8.2 碁四番
8．２１ 咄
8．２２ 国語質問起業

8．２６
豊虎来尋て坂井先生来碁数十番
咄など

9.3 国語十枚質問
11.22 豊嶋弥来暫咄

歌かるた張直し

1．２２ 蒙求弐枚
１ 2３ 蒙求弐枚

１ 2３ 蒙求弐枚

１ 2６ 蒙求弐枚

１ 2７ 蒙求壱枚

1．２８
蒙求弐枚書写蒙求かるた全しあ
げ

1．２９ 蒙求参枚半より蒙求かるた取

2.16 蒙求壱枚余

2．１７ 蒙求壱枚半
２ 1８ 蒙求弐枚

２ 1９ 蒙求壱枚半

２ 2１ 蒙求四枚

２ 2３ 蒙求二枚

２ 2４ 蒙求二枚

２ 2６ 蒙求壱枚

２ 2９ 蒙求弐枚

2.3 蒙求弐枚

3.3 蒙求弐枚詩一首直し
4．１５ 咄

4．１８ 蒙求三枚

4.19 蒙求三枚
４ 2１ 蒙求三枚
４ 2２ 蒙求弐枚

４ 2３ 蒙求弐枚

４ 2４ 蒙求弐枚半
４ 2６ 蒙求四枚
４ 2７ 蒙求弐枚半

4．２９ 蒙求三枚

4.3 蒙求三枚

５ ３ 蒙求弐枚半
５ ６ 蒙求弐枚半

５ ７ 蒙求弐枚

５ ８ 蒙求弐枚

5.1

蒙求三枚・・九つ前に豊虎へ寄
咄・・七時より豊虎来、詩会一
首七律

5．１１ 蒙求三枚
5．１２ 蒙求弐枚

5．１３ 蒙求弐枚

5．１４ 蒙求四枚

５ 1５ 蒙； 杙壱枚
５ 1６ 杙弐枚半

５ 1７ 伎弐枚半

５ １８ k参枚半

５ 1９ |i:弐枚

5.2 蒙求弐枚半
5．２１ 蒙求弐枚
５ 2２ 蒙求弐枚半

５ 2３ 蒙求壱枚

５ 2４ 蒙求三枚
５ 2５ 蒙求弐枚半

5．２６ 蒙求弐枚半

5．２７ 蒙求弐枚五半
5．２８ 蒙求弐枚五半

5．２９ 蒙求弐枚

5.3 蒙求弐枚半

6.2 蒙求弐枚五半
6.3 蒙求弐枚五半

鋼璽葬の続き(左寵護11i蟻議鍵議蕊

7.8 十八史略五枚

7.9 十八史略四枚
7.11 十八史略五枚

7．１８
十八史略三枚・・昼又・・十八
史略三枚

7．１９ 十八史略三枚

7.2 十八史略三枚
7．２１ 十八史略三枚碁二番
７ 2２ 十八史略五枚
７ 2３ 十八史略三枚
７ 2４ 十八史略三枚半

７ 2６ 十八史略五枚
７ 2８ 十八史略五枚
7.3 十八史略五枚
8.2 十八史略三枚
8.3 十八史略三枚

8.4 十八史略五枚

8.6
十八史略六枚、跡に四時より碁
三番

8.8 十八史略三枚
8.1 十八史略四枚

8.11 十八史略四枚
８ 1４ 十八史略五枚

８ 1６ 十八史略四枚
８ 1８ 十八史略三枚半
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十八史略三枚

十八史略三枚

孝友堂：ロﾛ帳清

八史弍枚

八史略三枚

八史略四枚..

来去る

E關胴宴里者山田市兵衛の養子と
■■■■■
■■■■■■
■■■■■■

７．１９
嘉永5．９．１３

一

七

弘化２
6.5

蒙求題温習講読

6.6 蒙求題温習講読

6.8 十八史略起業七枚
6.9 十八史略六枚

6.1 十八史略七枚

6.11 十八史略五枚
６ 1２ 十八史略六枚
６ 1４ 十八史略四枚
６ 1６ 十八史略八枚
６ 1７ 十八史略四枚
６ 1８ 十八史略三枚
６ 1９ 十八史略五枚
６ 2１ 十八史略六枚
６ 2２ 十八史略六枚
６ 2４ 十八史略七枚
６ 2５ 十八史略五枚
7.3 十八史略六枚
7.5 十八史略五枚半
7.6 十八史略五枚跡に碁

弘化２
8.2
十八史略四枚半

8．２１ 十八史略・枚半

8．２２ 十八史略壱枚半
8．２４ 十八史略三枚半

8．２５ 豊虎来今甚来碁打七前より井多
来十八史略七八枚

8．２７ 十八史略三枚
8．２８ 十八史略三枚
8．２９ 十八史略三枚跡に碁三番
9.1 十八史略四枚跡に碁一番
９ ２ 十八史略四枚跡に碁二番
９ ３ 十八史略四枚碁二番
９ ４ 十八史略二枚半
９ ７ 十八史略三枚半跡に碁経打ち
９ ８ 十八史略弐枚
９ ９ 十八史略三枚、跡に碁弐番
９ １ 十八史略三枚

9．１１ 十八史略三枚
9．１２ 十八史略弐枚
9．１４ 十八史略三枚
9．１５ 十八史略四枚跡に碁三番

国史略

嘉永元
３．２４

行き鶴間溪・へ暫遊行

3．２６ 国史略
4.8 碁四番

6.19 豊虎・森守来一行物書き

7.3 国史略質問
7.8 碁二番
7．１ 孝友堂年々出席帳面清書

7．１１ 孝友堂年々出席帳清帳
７ 1２ 孝友堂年々出席帳清帳
７ 2３ 豊虎･森守･舟木･藤本来謡･・・
８ 1９ 豊虎・森守来謡
８ 2８ 咄

9.2 国史略質問卒業
10.4 碁数局

来、謡

3．２９ 来、暫咄
４．１１ 来、晩皆去

４．１５ 来、晩二皆去

閏4．２４ 来、舟木茂太郎来、両人山元与碁弐番宛
5.3 来、咄、碁弐番

5．１５ 来、晩に去

5．１８ 此夜豊虎、山元、森守半夜伽
5．２２－２３ 来、２３朝帰る

6．２３ 碁弐番

7.6 来、暫咄去

7．１２ 来咄

7．１６ 来、終日頼置由緒帳壱冊調もらう
7．１９

来、昨日由緒帳調替可指図旨申来

7．２９ 咄、由緒帳扣壱冊頼遣す
８ 1６ 来、暫咄去

８ ２１ 来又暫咄

９ 1４ 来暫咄

1０ 1９ 来咄、晩二去

1１．９ 来咄、晩二去

1１．１３ 来咄

１１．１４ 昼後迄豊虎之詩二首直シ
1１．１８ 昼後豊虎来咄、算術等
１１．２１ 来、暫咄去

豊虎・森守来同歌かるたなど

5.8 咄

5.9 咄

5．１４ 豊虎へ行き暫咄
6.2 咄

7．１４ 咄

8．１２ 咄

１１．２１ 咄

来、去る

嘉永5.9.13 算用者・山田市兵衛の養子と
なる



江森一郎：『起止録』（嘉永２年く1849＞）解説 １１１
梅
村
環
と
浦
野
庄
兵
衛
．
・
・
・
・
陪
臣
子
弟
の
弟
子

梅
村
環
（
略
称
「
梅
環
」
）
は
、
六
千
五
百
石
の
人
持
ち
、
寺
西
要
人
家

来
給
人
で
六
十
石
を
給
さ
れ
た
梅
村
十
太
夫
嫡
子
で
あ
り
、
浦
野
庄
兵
衛
は

そ
の
弟
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
二
人
は
陪
臣
の
子
弟
で
あ
る
。
梅
村
環

の
場
合
、
幸
い
に
由
緒
書
き
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
詳
細
な
履
歴
が
分

か
る
。

梅
村
環
の
年
齢
は
、
こ
こ
に
翻
刻
国
し
た
嘉
永
二
年
で
は
二
一
一
歳
、
当
時

一
一
七
歳
だ
っ
た
豫
卿
と
は
五
つ
違
い
で
あ
っ
た
。
天
保
四
月
三
日
寺
西
家
の

御
少
将
組
に
召
し
出
さ
れ
、
同
一
三
年
四
月
に
は
先
名
の
小
十
郎
を
「
環
」

と
名
乗
る
よ
う
に
主
人
か
ら
命
じ
ら
れ
、
改
名
し
た
。
嘉
永
二
年
閏
四
月
二

六
日
に
は
、
「
式
台
取
次
役
」
と
な
っ
た
。
安
政
五
年
正
月
父
が
隠
居
し
て
、

家
督
を
相
続
し
、
父
の
通
称
十
大
夫
を
名
乗
っ
た
。
医
学
者
と
し
て
の
ち
に

著
名
と
な
る
津
田
淳
三
は
、
母
方
の
従
兄
弟
で
あ
る
。

梅
村
環
が
豫
卿
の
と
こ
ろ
に
経
書
を
習
い
に
来
た
の
は
、
弘
化
元
年
の

秋
で
孝
友
堂
で
学
ん
で
い
た
が
、
豫
卿
の
方
か
ら
指
導
を
誘
っ
た
趣
が
あ
る
。

（
表
７
の
学
習
歴
の
は
じ
め
参
照
）
。
彼
の
場
合
、
質
問
が
中
心
で
あ
り
、

主
体
的
に
学
習
す
る
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
推
測
出
来
る
。
釈
読
（
十
八
史
略
）

や
対
読
（
賢
治
通
鑑
）
の
場
合
も
進
度
が
速
い
。
教
え
甲
斐
の
あ
っ
た
弟
子

で
あ
っ
た
ろ
う
。

の
ち
に
浦
野
家
の
養
子
に
な
り
、
梅
村
家
の
三
男
で
の
ち
一
一
一
十
石
を
も

ら
っ
た
浦
野
庄
兵
衛
は
、
弘
化
三
年
十
月
十
九
日
に
入
門
し
た
よ
う
で
、
教

わ
る
機
会
も
多
く
は
な
く
、
文
久
二
年
（
’
八
六
一
一
）
閏
八
月
に
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
実
弟
（
四
男
）
が
そ
の
末
期
養
子
と
な
っ
た
事
が
そ
の
由

緒
書
か
ら
分
か
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
こ
の
弟
は
文
久
一
一
年
（
’
八
六
二
）

一
二
月
明
倫
堂
に
お
い
て
五
経
卒
業
で
「
御
書
物
拝
領
」
の
栄
誉
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
弟
は
、
勤
勉
な
兄
二
人
の
指
導
や
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。

IJI
浦野庄兵衝（浦
庄）

弘化
1．９．２８

５．８

１０．１１

９．２６

１０．２１ Ｅ一一一一一

１１．７

１２．１１ １１．１８

１１．２１ 来蒙求始めよ
釈読二枚半

弘化
２．１．２２

弘化
４．２．４

一
八

２．９ 求2枚と司凹
弘化

３２

(右表へ続く） (次頁左表へ続く）

:;iii1iii霧;霧:iiii1ii嚢iiiiii鑿1鑿iliiiiiiii;ii議鑿鑿議ii1;iiii:ｉｉ霧iiiiii蕊iiiiiii霧iii霧蕊1$麓
2．２９ 来Ⅱ １

4．２０
Ｅ
． など

閏5.3 ）

｜
と IＨ 詩二首直し

閏5.8 米:うて:子呂fヨ､ﾖＭｚｕ、易を>Ｋ１ｕ

枚昼去る
閏5．１９

河
ヨ

註
戸 ｔ三）

閏５ 2３ 雪註 之八）女質
７ 2３ ヲ そ：

｜
■
ユ
ブ
、 Ⅱ 1

９ 1９ ヲ そⅡ 一八史 笥
9．２６ 来咄十八史略十枚余質

問
1０．６ 来咄新書読む

1０．１９ 始めて来る
1１．７ 来咄十八史略二十五葉

質問
1１．１８ 八つ前より晩迄三王外

記朱書をやとう
1１．２１ 来蒙求始めより

釈読二枚半
1１．２４

｜
う ｔ三） 女

1１．２８

｜
う ｔ三） 女

1２．２

｜
う そ蒙フ 之三） 女

１２．１７ 来Ⅱ 』

弘化
４．２．４

十八史略十葉

2.9 蒙求2枚とき読
み

2．１２ 十八史略十六葉後質 笥 ｔ3枚釈読
2．１３ 家アｔ3枚

梅村環（梅環） 浦野庄兵衛（浦
庄）

弘化
1．９．２８

梅環、士秀と長谷山へ
遊行

1０．１１ 梅環に遇い連れて帰り
論語下読

1０．１６ 来論語下読咄
1０．１９ 八時より孝友堂論語丙

席輪講永山弁解梅村環
奥野亥聴聞晩に帰る

1０．２１ 来論語国史略など質問
咄

1０．３０ 八時よりき晩までⅡ fｌ
1１．１２ 来論孟など質問
1２．１１ 梅環、辻得と小森

く

ご～ ゆ

1２．１２ ヲ そⅡ 11質 淵
1２．２２ ヲ と,Ｉ 烹作（添肖'1）

弘化
2．１．２２

来書写

2.6 行き弁書下読
2．１６ ノ 、学
5.4 ヲ そ咄８つ二皇より詩添肖I

9．１０ 筒 l６ｊ 女
1０．１５ ） そⅡ 11など

弘化
3.2.5

来咄

2.6 行き弁解下読
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１２．１６

１２．１９

嘉永
３．１．８

1．１９ 来、劉向一百
問晩に去る

１．２４ 来、新書質問晩
に去る

２．１２ 来、新書質問晩
に去る

： 臣
２．２６

安政
２．６．２９

文久

２.閏8.3(右表へ続く）

永
山
平
太
・
・
・
・
・
年
上
の
競
争
者

永
山
平
太
は
文
化
一
二
年
（
’
八
一
五
）
の
生
ま
れ
。
文
政
五
年
（
一
八

一
三
）
生
ま
れ
の
豫
卿
よ
り
七
歳
年
長
で
あ
る
。
西
坂
成
庵
の
学
統
か
ら
育
っ

た
も
の
の
内
で
、
明
治
期
の
金
澤
で
は
最
も
活
躍
し
、
知
ら
れ
た
人
物
の
一

人
と
言
え
よ
う
。
『
金
沢
市
教
育
史
稿
』
の
学
芸
人
物
誌
で
も
多
く
の
字
数
で

解
説
し
て
い
る
。
従
来
も
微
禄
の
下
級
武
士
（
実
父
は
定
番
御
徒
・
岸
平
馬
、

足
軽
永
山
市
次
郎
の
養
子
と
な
る
。
）
か
ら
そ
の
能
力
で
出
世
し
た
金
沢
の
代

表
的
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
文
政
一
二
年
七
月
に
間
番
組
足
軽
に
「
切

り
米
一
一
十
俵
」
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
安
政
三
年
に
は
明
倫
堂
「
欽
定
四
経

考
異
御
用
」
の
た
め
一
一
一
五
俵
で
定
番
御
徒
並
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で

は
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
起
止
録
』
か
ら
わ
か
る
豫
卿
と
の

交
流
の
一
端
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

「
金
沢
市
教
育
史
稿
』
な
ど
で
は
、
永
山
の
数
年
の
江
戸
遊
学
は
天
保
十

二
年
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
人
の
墓
の
碑
文
が
根
拠
で
あ
る
。
し
か

し
、
養
父
・
岸
秀
実
自
筆
の
『
亥
軒
履
歴
」
（
近
世
資
料
館
蔵
）
に
は
江
戸
遊

学
は
天
保
五
年
と
あ
る
。
中
村
家
に
残
さ
れ
た
天
保
二
一
一
年
の
孝
友
堂
「
授

業
出
席
簿
」
に
は
「
会
質
」
’
四
五
席
と
し
て
「
定
番
御
徒
吉
之
亟
二
男
永

山
熊
之
助
」
の
名
が
あ
る
。
「
会
質
」
と
は
会
読
や
質
問
の
こ
と
ら
し
く
、
こ

れ
ら
を
百
席
以
上
出
席
し
て
い
る
の
は
最
上
級
生
の
み
で
あ
る
が
、
天
保
十

二
年
か
ら
数
年
の
江
戸
遊
学
で
は
矛
盾
す
る
の
で
、
永
山
の
江
戸
遊
学
は
天

保
五
年
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
金
沢
市
教
育
史
稿
』
の
「
学
芸
人
物
誌
」
で
は
、
「
西
坂
哀
（
成
庵
）
、

大
嶋
桃
年
に
就
き
業
を
黙
う
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
碑
文
な
ど
の
伝
記
的
記

述
も
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
二
人
で
『
蒙
求
』
の
学
習
会
を
や
っ

た
事
を
と
り
あ
げ
た
い
。

起
止
録
に
お
け
る
永
山
の
初
出
は
、
天
保
一
三
年
一
一
一
月
一
八
日
に
「
永

山
へ
行
、
詩
二
首
」
と
あ
る
。
天
保
一
四
年
四
月
一
日
に
は
永
山
が
訪
ね
て

き
て
い
る
。
初
学
の
入
門
書
を
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
だ
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、

■■■■■■■■■■

九

2．１８ 十八史略二十葉素読
２ 2２ 豊虎、浦庄来蒙求 〕） 女一一八史略
２ 2７

忍
夛

震オﾐ2枚二

△
一

２ 2８ -人史略三十葉釈：

営
厄

2．２９

？
-人史略前日の三十葉
駈問

3.5 蒙求とき読み３
枚

3．２０ 十八史略二一-五葉
３ 2７

４ 2１ 十八史 略‐ 一葉
４ 2２ 十八史 暗二十三葉
４ 2４ 十八史 暗‐一九葉
４ 2７ 十八史 洛一一六葉卒業

：;鑿鑿蕊;鑿;篝;； 霧:;鑿議鑿l霧:；
嘉永

2．４．２５

セツ時より見廻二行

閏4.4 来、史記質問、セツ半
に去

閏4．１２ 来るので帰り、史記質
問、セツ過に去

9．１８ 八ツ半過来､晩二列松、
皆去

1０．１８ 来Ⅱ １ 、 晩二去 、

1０．２２ 八ツ 過来咄、晩二去
1０．２８ 四ツ半来咄

1１．６
セツ前又三十詩清書、
間に来、暫咄去

1１．１３
昼後豊虎来咄
間

-

－－

、

浦野庄兵衛
来、去

1１．１８ 来ⅡＩ

４
４

1１．２９
｡■■■■■

、 寄

1２．１６ 四ツ半纏来咄、昼後九
ツ半過に去

1２．１９ 夜来、咄、四ツ半過に
去

1２．２９ 行ⅡⅡ 、 夜六ツ半過に帰
嘉永

3．１．８
来咄

1．１４ ） そⅡ １ 昼後去る。

1．１９ 来、劉向新書質
問晩に去る

1．２４ 来、新書質問晩
に去る。

2．１２ 来、新書質問晩
に去る。

2．２０ 暫来去

2．２６
通鑑東漢光武紀より三
十三葉対読

3.3 通鑑三一-一葉読む
3.4 通&藍二 ‐八葉

3．１４ 通＆監二 一八葉
３ 1５ 通過if二一 一八葉
３ 1８ 通‘監三 一九葉
３ 1９ 通‘if三一 -二葉
３ 2０ 監三一 一葉

(に ． Ｉ §）

安政
2．６．２９

来、中庸四、五節弁解
間

8.4 詩経素読
文久

2.閏8.3
死去
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弘
化
元
年
一
月
九
日
に
は
、
「
夜
永
山

来
、
蒙
求
三
十
一
一
一
枚
」
と
あ
る
。
同

二
年
一
月
一
七
日
「
永
山
へ
行
き
詩
」

と
あ
り
、
同
二
四
日
「
永
山
来
蒙
求

十
七
枚
卒
業
」
と
あ
り
、
翌
日
に
は

「
永
山
へ
行
小
学
起
業
一
一
十
三
枚
と

あ
る
。
」
猛
ス
ピ
ー
ド
で
互
い
の
学
力

を
競
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
豫

卿
が
先
輩
の
永
山
の
自
宅
に
ゆ
く
場

合
も
多
か
っ
た
。
小
学
は
そ
の
後
の

記
録
が
な
い
の
で
、
始
め
て
は
み
た

も
の
の
お
互
い
に
自
分
た
ち
の
レ
ベ

ル
で
は
意
味
が
な
い
と
合
意
し
て
取

り
や
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

十
年
「
天
保
学
制
修
補
」
以
後
の
加

賀
藩
武
士
の
儒
学
学
習
実
態
の
初
歩
的
考
察
を
行
っ
た
。
通
称
を
使
わ
ず
号

で
呼
び
合
う
こ
と
が
一
般
化
し
、
号
は
い
く
つ
も
待
つ
場
合
が
多
く
、
元
服

を
期
に
改
名
す
る
武
士
社
会
で
は
、
日
記
か
ら
人
物
を
特
定
す
る
の
が
極
め

て
難
し
い
。
こ
の
事
が
主
た
る
障
害
と
な
り
詳
細
な
日
記
を
前
に
し
て
も
、

分
析
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
考
察
の

範
囲
内
で
も
、
加
賀
藩
の
幕
末
武
士
社
会
の
特
質
が
浮
か
び
出
て
く
る
部
分

が
あ
る
。
儒
学
学
習
も
始
め
る
人
は
多
い
も
の
の
、
穂
奥
を
極
め
よ
う
と
す

る
人
物
は
僅
か
で
あ
り
、
学
習
を
進
め
な
が
ら
自
己
の
適
性
を
自
覚
し
て
ゆ

く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
程
度
年
令
が
進
む
と
、
謡
曲
や
囲
碁
の

四
幕
末
加
賀
の
儒
学
学
習
の
一
面

こ
こ
で
は
、
「
起
止
録
』
の
嘉
永
二

年
の
記
述
の
考
察
を
中
心
に
、
天
保

１４．４．１

弘化
１．１．９

二

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
嘉
永
二
年
前
後
の
豫
卿
の
身
辺
の
変
化
と
個
人
的
教
育
活
動

を
中
心
に
探
っ
て
み
た
。
し
か
し
、
豫
卿
の
前
半
生
を
特
徴
づ
け
る
私
塾
・

孝
友
堂
を
め
ぐ
る
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
し
か
言
及
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
以
前
の
翻
刻
が
進
ん
だ
時
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

幕
末
の
加
賀
藩
の
文
化
環
境
に
つ
い
て
起
止
録
に
よ
っ
て
探
っ
て
ゆ
く
と
、

現
代
に
も
通
ず
る
競
争
社
会
的
側
面
と
、
現
代
と
は
全
く
異
な
る
身
分
社
会

的
側
面
を
感
じ
と
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
四
五
百
石
の
大
身
か
ら
最
下
層
身
分

の
武
士
子
弟
や
町
人
の
儒
学
指
導
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
豫
卿
は
、
能
力

や
意
欲
が
学
習
者
の
身
分
や
地
位
と
は
関
係
無
い
こ
と
、
あ
る
い
は
身
分
・

地
位
と
反
比
例
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
日
々
実
感
さ
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
実
感
が
人
々
の
間
に
広
ま
り
深
ま
っ
て
い
っ
た
事
が
、
明
治
維

新
に
よ
る
新
し
い
社
会
へ
の
期
待
を
呼
ん
だ
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
解
説
者
の
仮
説
的
推
測
に
過
ぎ
な
い
。
豫
卿

趣
味
に
流
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
出
て
く
る
。
弘
化
元
年
京
都
、
江
戸
へ
遊
学

し
、
安
政
三
年
八
月
「
帰
国
」
し
た
勤
王
の
志
士
・
豊
嶋
毅
の
「
壬
戊
歳
建

白
草
藁
」
（
文
久
一
一
年
一
八
六
二
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
、
近
世
資
料
館

所
蔵
）
で
は
、
「
武
士
の
遊
芸
月
日
惰
弱
之
事
」
が
普
及
し
、
そ
れ
を
禁
じ
る

こ
と
が
「
士
風
振
起
」
に
一
番
重
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

「
総
て
諸
士
た
る
者
、
一
四
五
歳
よ
り
四
拾
余
歳
に
至
り
侯
迄
文
学
武
術

に
精
を
励
ま
し
閑
暇
無
之
訳
に
御
座
侯
処
、
乍
恐
此
頃
謡
乱
舞
又
は
茶
式
等

の
遊
惰
之
芸
に
耽
く
。
子
弟
謡
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
恥
敷
思
候
得
共
、
文
武
に
熟

せ
ず
し
て
恥
と
せ
ず
。
．
・
・
・
」

豊
嶋
は
囲
碁
の
弊
害
に
は
、
言
及
し
て
い
な
い
が
、
囲
碁
の
武
士
社
会
へ

の
普
及
の
弊
害
も
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
起
止
録
』
か
ら
分
か

る
と
言
え
よ
う
。

￣

￣

○

;iiiili:ilil鑿鑿i;蕊ii議譲i鱗ii:I！『iiiil霧：iilii議iiiiiiiiiiiiiii;iii霧篝鑿iil;鑿鑿鑿篝篝篝;鑿iii蕊鑿鑿鑿;鑿鑿鑿鑿議
天保

1３．１２．１

８

永山へ行詩2首 弘化１．
1０．２３

永山来居周易葬儀下読
み

1４．４．１ 夜孝友堂行咄、永山平
八来四時帰

2．１．１７ 永山へ行き詩1首

弘化
１．１．９

夜永山来蒙求33枚 2．１３ 永山へ行き詩2首

1．１７ 永山へ行き詩 7．１２ 永山来将棋、碁3番
1．２．３ 永山来蒙フ之18枚 7．２５ 石崖来咄将棋碁笛など

2．５ 永山に行身蔦求20, 女
2．７ 永山来蒙。之13枚

2．１１ 永山来蒙勇ｔ27枚
2．２２ 永山来蒙フｔ17枚
2．２４ 永山来蒙フｔ17枚卒業
2．２５ 永山へ行ノ ､学起業23枚

(中略）
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と
も
あ
れ
、
当
時
の
加
賀
藩
下
級
武
士
た
ち
の
日
々
の
行
動
が
詳
細
に
描

か
れ
た
『
起
止
録
』
を
世
に
紹
介
す
る
事
自
体
に
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
翻
刻
作
業
を
続
け
る
中
で
、
困
難
な
人
物
特
定
作
業
も
さ
ら
に
進
め
、
当

時
の
金
沢
城
下
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
た
か
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
我
々
は
、
今
後
も
『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
皿
」

（
金
沢
大
学
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
紀
要
）
以
降
を
中
心
に
、
継
続
的
に
こ
の

日
記
の
背
景
や
史
実
を
解
明
し
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

が
儒
学
学
習
で
身
に
つ
け
た
儒
学
の
「
孝
」
の
徳
目
を
信
じ
て
い
た
形
跡
は
、

こ
の
年
（
嘉
永
二
年
）
の
父
の
死
去
に
際
し
て
の
忌
中
の
行
動
に
も
現
れ
て

い
る
（
四
頁
参
照
）
。

た
だ
し
、
豫
卿
の
場
合
も
謡
や
囲
碁
に
割
く
時
間
が
こ
の
嘉
永
二
年
頃
か

ら
増
え
て
く
る
。
豊
虎
な
ど
弟
子
に
も
囲
碁
、
謡
の
相
手
を
さ
せ
る
事
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
閉
塞
社
会
の
中
で
、
人
は
制
度
と
し
て
許
さ

れ
た
娯
楽
に
走
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
れ

は
表
面
的
に
は
豊
か
さ
が
格
段
に
進
ん
だ
今
日
の
日
本
人
の
行
動
に
も
似
た

所
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

豫
卿
は
何
を
ど
う
考
え
、
問
題
に
し
て
い
た
の
か
。
日
々
の
行
動
の
詳
細

な
メ
モ
集
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
の
日
記
か
ら
ど
う
い
う
幕
末
の
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
び
上
が
る
の
か
。
そ
れ
は
ま
だ
多
く
が
未
知
の
領
域
で
あ
る
。

〈
参
考
印
西
暦
・
和
暦
・
著
者
年
齢
〉

天保

|￣

…
弘化

一一一

宝永８４８ １ 2６1859 ｜’ ６ 3７

議轤灘 |鑿iiiiiiijiii1iiiii:｝
1８６０ 万廷 １ 3８

1８８１

1882

1８６３

文久

１

２

３

39

4０

4１

１８餌 元治 １ 4２

1８８５

1８８６

1８６７

皮応

１

２

３

4３

4４

4５

1８６８

1８８９

明治

１

２

4６

4７

篝iii(iiii鑿 鑿iiiiiii1鑿1iiiiii
1849

1８５０

1顕１

1蝿２

1８５３

】ﾛ象

２

３

４

５

６

2７

2８

2９

so

3１

1854

1８５５

1８５６

1857

1858

１ 3２

２ 3３

３ 3４

４ 3５

５ 3６



江森一郎：『起止録』（嘉永２年く1849＞）解説 1０７
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注１）網掛けは本文中に登場する人物

注２）猪俣小左衛門の娘が山本家の家系、
坂井家の家系の両方に嫁入りしている．

注３）この系図はまだ不備な部分が多い。


